
唐
代
に
お
け
る
官
蔭
入
仕
に
つ
い
て

-
|
衛
官
コ

l
ス
を
中
心
と
し
て

|
i

四-

は
じ
め
に

衛
官
に
つ
い
て

同

三

衛

制

千

牛

叫

進

馬

仙

粛

郎

官
蔭
出
身
と
貢
奉
出
身

衛
官
と
胃
蔭

間
宇
館
へ
の
胃
蔭
入
準

値
栢
諸
問

は

じ

め

l乙

愛

宕

7c 

-71-

唐
の
官
制
は
官
品
令
と
職
員
令
の
規
定
で
そ
の
組
織
、
機
能
を
概
観
で
き
る
。
唐
律
が
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
現
在
に
俸
わ
る
の
に
封
し
て
、
唐

令
は
散
侠
し
て
博
わ
ら
な
い
が
、
仁
井
田
陸
博
士
の
『
唐
令
拾
遺
』
に
よ
っ

て
そ
の
大
鐙
の
内
容
は
知
る
乙
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

唐
令
は
全
穫
で
二
十
七
篇
目
が
立
て
ら
れ
て
い
る
う
ち

(
閲
元
令
)
、
官
品
令
と
職
員
令
の
二
篇
目
だ
け
で
全
鐙
の

M
以
上
を
占
め
、
唐
朝
の
官

僚
瞳
制
が
い
か
に
そ
の
園
家
支
配
に
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た
か
が
わ
か
る
。
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直
接
的
な
官
僚
機
構
の
規
定
で
あ
る
官
品
令
、
職
員
令
の
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外
、
準
令
や
選
問
事
令
は
官
僚
猿
備
軍
に
つ
い
て
の
規
定
と
見
な
す
と
と
が
で
き
る
し
、
そ
の
他
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
唐
令
の
篇
目
が
な
ん
ら
か

の
意
味
で
官
僚
機
構
と
の
関
連
性
を
も
っ
て
い
た
。
諸
令
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
官
僚
機
構
の
人
的
要
素
、
す
な
わ
ち
官
僚
に
は
巌
密
な
資
格

審
査
を
経
て
、
は
じ
め
て
任
用
さ
れ
る
乙
と
に
な
勺

て
い
た
。
官
僚
機
構
は
流
内
官
、
流
外
官
、
雑
任
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
流
内
官
は
品
官
と

も
呼
ば
れ
、
諸
々
の
特
権
を
附
興
さ
れ
て
、
巌
密
な
意
味
で
の
「
官
」
で
あ
っ
て
社
舎
的
支
配
層
に
位
置
し
た
。
流
内
官
も
五
品
以
上
と
六
品

以
下
と
で
は
附
興
さ
れ
る
特
権
に

一
線
が
萱
さ
れ
て
い
た
。
流
外
官
、
雑
任
は
官
僚
機
構
の
底
過
に
あ
っ
て
、
行
政
上
の
質
務

一
般
を
捨
嘗
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
流
外
以
下
は
吏
、
膏
吏
、
職
掌
人
、
雑
色
人
な
ど
の
呼
稿
で
唐
代
の
諸
文
献
に
は
見
え
る
が
、
要
す
る
に
「
官
」
と
は
明

確
に
区
別
さ
れ
た
「
吏
」
部
分
を
構
成
し
た
の
で
あ
る
。
と
の
う
ち
、
流
外
官
は
流
内
官
へ
の
昇
進
の
途
が
あ
り
、
入
流
と
稽
す
る
も
の
で
あ

る。

唐
代
盛
期
に
お
け
る
官
吏
定
員
の
組
数
約
三
十
七
寓
員
の
う
ち
、
九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
匪
到
的
多
数
を
占
め
る
の
が
乙
の
「
吏
」

で
あ
し
川
、
流
外
官
は
そ
の
最
上
位
に
位
置
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

残
り
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
、
き
わ
め
て
少
数
が
流
内
官
、
す
な

わ
ち
「
官
」
で
あ
り
、
そ
の
任
用
に
は
巌
し
い
審
査
を
必
要
と
す
る
ζ

と
は
嘗
然
で
あ
っ
た
。
官
と
し
て
採
用
さ
れ
る
た
め
に
は
、
そ
の
前
段

階
と
し
て
し
か
る
べ
き
任
官
資
格
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
任
官
資
格
を
有
し
て
い
れ
ば
、
品
階
が
興
え
ら
れ
(
出
身
階
)
、

そ
こ
で
は
じ

-72ー

め
て
吏
部
が
行
う
職
事
官
任
用
審
査
に
加
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
資
格
と
は
次
の
五
種
で
あ
る
。

封
爵

嗣
王
・
郡
王
(
出
身
階
従
四
品
下
〉
:
:
:
↓
照
男
(
同
従
七
口
問
下
)

親
戚

開
馬
都
尉
(
同
従
五
口
問
下
)
:
:
:
↓
鯨
主
子
(
同
従
八
品
上
)

動
庸

上
柱
園
(
同
正
六
品
上
)
:
:
:
↓
雲
騎
尉
・
武
騎
尉

(
従
九
日
間
上
)

資
蔭

一
品
子
(
正
七
ロ
田
上
)
:
:
:
↓
動
官
柱
園
子
(
問
従
九
品
下〉

秀
孝

②
 

秀
才
科
上
上
第
及
第
(
同
正
八
口
同
上
)
:
:
:
↓
進
土
科
乙
第
・
明
法
科
乙
第
・
明
書
・
明
算
及
第
(
同
従
九
日
間
下
)

以
上
の
五
種
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
少
な
く
と
も
一
つ
を
有
さ
ね
ば
、
職
事
官
ポ
ス
ト
に
つ
く
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。

ζ
ζ

で
注
目
す
べ

き
黙
と
し
て
、
明
経
・
進
士
な
ど
貢
拳
出
身
者
の
出
身
階
が
最
も
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
た
乙
と
で
あ
る
。
陪
以
来
、
官
吏
登
用
の
方
途
と
し
て



貢
奉
(
科
穆
〉
制
が
賓
施
さ
れ
、
能
力
主
義
に
よ
る
官
僚
化
の
遁
が
聞
か
れ
た
と
は
云
う
も
の
の
、
い
ま
だ
家
格
等
を
重
視
す
る
貴
族
主
義
的

@
 

な
身
分
制
が
唐
の
官
制
の
基
調
を
な
し
て
い
る
。
後
に
言
及
す
る
が
、
前
半
期
に
あ
っ
て
は
、
貢
挙
出
身
者
の
官
界
に
占
め
る
比
重
は
は
な
は

ピ
小
さ
い
も
の
で
あ
っ
た
。

き
て
、
出
身
階
に
つ
い
て
、
奮
唐
書
巻
四
十
二
職
官
志
上
に
は
よ
り
目
六鐙
的
に
次
の
よ
う
に
記
す
。

有
唐
己
来
、
出
身
入
仕
す
る
者
、
令
に
著
わ
せ
り
。
秀
才

・
明
経
・
準
土

・
明
法
・

(
明
)
書
・

(
明
〉
算
有
り
。
其
の
次
は
流
外
を
以
て

入
流
す
。
若
し
門
責
を
以
て
入
仕
す
れ
ば

則
ち
先
ず
親

・
動
・
均
衡
を
授
く
る
と
と
六
番
、
文
武
の
筒
の
濯
に
入
る
の
例
に
随
う
。

又
、
驚
郎
・
品
子
・
動
官
及
び
五
等
の
封
醤
・
屯
官
の
属
有
り
。
亦
、
番
第
し
同
に
棟
還
を
許
す
。

き
て
問
題
は
右
に
引
用
し
た
蓄
志
記
事
の
蔭
に
閲
す
る
部
分
で
あ
る
。
蔭
に
よ
っ
て
出
身
資
格
を
得
る
場
合
、

ま
ず
親
衛
・
動
衛

・
均
衛
に

補
せ
ら
れ
、

交
代
勤
務
に
服
す
る
ζ

と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
顧
炎
武
が
「
(
漢
)
宿
衡
の
選
、
重
し
と
謂
う
可
し
。

府
を
漏
る
。
品
官
の
子
弟
を
以
て
し
、

(中
略
)
唐、

@
 

父
兄
ψ

守
し
て
任
保
せ
し
め
、
而
る
後
、
之
に
慮
ら
し
む
。
亦
、
古
の
遺
制
な
り
」
と
述
べ
る
三
衡
が
そ

れ
で
あ
る
。
唐
代
官
制
に
お
け
る
蔭
に
基
づ
く
官
僚
化
の
準
備
段
階
で
あ
る
、
三
衛
を
中
心
と
し
た
衛
官
コ
!
ス
に
つ
い
て
、
蔭
に
よ
る
出
身

入
仕
が
相
劉
的
に
評
債
を
低
下
さ
せ
て
い
く
過
程
を
跡
附
け
な
が
ら
、
後
字
以
降
、
唐
末
に
至
る
唐
代
社
舎
の
繁
質
と
の
関
連
か
ら
ζ

の
問
題

三
衛
・
五

-73一

を
考
察
し
て
み
よ
う
と
思
う
。衛

官
に
つ
い
て

衛
官
は
、
皇
帝
や
皇
太
子
、
親
王
等
の
身
遁
及
び
宮
肢
の
警
備
、
さ
ら
に
諸
儀
式
に
お
け
る
儀
仕
要
員
な
ど
の
任
務
に
交
代
で
嘗
る
も
の
で

あ
っ
た
。
し
た
が

っ
て
氏
素
姓
の
明
ら
か
な
高
級
官
僚
を
租
な
い
し
父
に
も
つ
官
僚
貴
族
の
子
弟
の
中
か
ら
選
抜
さ
れ
た
祭
あ
る
エ

リ
ー
ト
で
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あ
っ
た
。
と
同
時
に
衛
官
は
制
度
的
に
は
五
品
以
上
の
官
僚
の
子

・
孫
が
官
蔭
の
特
権
を
行
使
し
て
出
身
資
格
を
得
る
場
合
の
、
流
内
職
事
官

ポ
ス
ト
に
正
式
に
任
ぜ
ら
れ
る
前
の
準
備
期
間
と
し
て
の
性
格
を
も
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
同
様
に
官
蔭
に
よ
る
出
身
資
格
を
得
る
別
な
ル

l
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ト
と
し
て
、
弘
文
館

・
崇
文
館
及
び
因
子
監
六
皐
が
あ
る
が
、

乙
ち
ら
は
正
式
任
官
前
の
修
事
期
間
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
衛
官
に
回
訓
す
る
ポ
ス
ト
を
奮
唐
書
巻
四
十
二
職
官
志
上
の
宮
品
一
覧
表
か
ら
抜
き
出
す
と
次
の
よ
う
な
か
な
り
多
く
の
も
の
と
な

⑤
 

ヲ令
。

正
六
品
上

正
六
品
下

従
六
品
上

従
六
品
下

正
七
品
上

正
七
品
下

従
七
品
上

従
七
品
下

正
八
品
上

正
八
品
下

従
八
品
上

従
八
品
下

正
九
品
下

従
九
品
下

親

・
動

・
均
衡
校
尉

千
牛
備
身

備
身
左
右

左
右
監
門
衛
校
尉

親

・
動
・
均
衡
放
帥

太親
子王
千府
牛校
尉
親

1:>毅J

需:量生
遺産
'-./@)正

同
副
隊
正

親。
街。

肢
中
省
準
馬

左
右
監
門
衛
直
長

- 74ー

太
子
親
衛

立弱。 太
街。子

左
太右
子監
動。門
街。衡
直
長

諸
折
衝
府
校
尉

同
執
乗
親
事

親
王
府
放
帥

親
王
府
執
仕
親
事

太備
子身
句。
街。

諸
折
衝
府
放
帥

太
子
備
身

親
王
府
陵
正

諸
折
衝
府
陵
正

親
王
府
隊
副

諸
折
衝
府
陵
副

以
上
の
よ
う
に
衛
官
は
流
内
官
品
に
そ
れ
ぞ
れ
ラ
ン
ク
附
げ
さ
れ
て
は
い
る
が
、
あ
く
ま
で
正
式
任
宮
前
の
準
備
段
階
で
の
ポ
ス
ト
で
あ
り
、

通
典
巻
四
十
に
記
載
さ
れ
て
い
る
開
元
二
十
五
年
(
七
三
七
)
の
官
員
総
数
の
分
類
で
も
流
内
職
官
や
散
官
と
は
区
別
し
て
、
職
掌
人
の
-
円



に
数
え
て
い
る
。

ζ

れ
ら
衛
官
ポ
ス
ト
の
な
か
で
、

そ
の
中
心
的
な
三
街
、
千
牛
、
準
馬
に
つ
い
て
、
ま
ず
制
度
上
か
ら
明
ら
か
に
し
て
お
こ

-
F

勺
ノ
。

(

a

)

 

衛

唐
朝
の
禁
軍
を
構
成
す
る
左
右
十
二
街
、
左
右
六
率
府
に
は
六
百
近
い
全
園
の
折
衝
府
が
、
多
き
は
六
十
府
か
ら
少
な
き
は
三
府
ま
で
、
そ

れ
ぞ
れ
い
ず
れ
か
に
麗
し
、
府
兵
が
統
轄
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、
と
の
府
兵
と
は
指
揮
系
統
壱
異
に
す
る
、
中
郎
絡
に
統
べ
ら
れ
た
三
衡
の
府

①
 

が
、
十
二
衡
と
六
率
府
の
一
部
に
所
属
し
た
。
配
備
と
入
衛
資
格
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

十二衛

左
右
衛

I I I I I 
掬場動動親
二一二一府
府府府府

I I 
切動
衛衛

勅五 四
宮品 品
三の の
品子 子
の
子四 三

封の の
爵孫、 孫
園
/、"_ ーー
ム入一一一' ーー戸

の品 品
子の 以
曾上
孫の

曾
封孫
爵
を
有
す

ー
親
衛
三
品
以
上
の
子
、

二
品
以
上
の
孫

- 75ー

左
右
犠
衛

-
胡
一
府
|
靖
衛
粧
輔
副
牡
刊
ゥ
一
J
R孫
、
動
官
柱
園
の
子
・
孫
、
封
爵
を
有
す

|
均
一
府
|
切
衛
同
右

左
右
武
衛

左
右
威
衛

ー
均
一
府
|
靖
衛
同
右

左
右
軍
衛

ー
均
一
府

l
切
衛
同
右

247 

ー
左
右
金
吾
衛

l
均
一
府

l
均
衡
問
右
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一|
親
府
|
親
衛
左
右
術
の
勅
術
に
同
じ

一1

左
右
衛
率
府
l
寸
勤
府
|
動
街
左
右
衛
の
均
術
に
同
じ

利

一

一

l
均
府
|
均
衡
左
右
脱
術
以
下
の
均
官
同
じ

一
左
右
司
禦
率
府
不
設

「
左
右
清
道
率
府
不
設

左
右
衛
と
左
右
衛
本
府
の
親
・
動
・
均
衡
、

@
 

お
よ
び
左
右
犠
衛
以
下
十
衡
の
均
衡
を
総
じ
て
三
衛
と
稿
し
、
定
員
は
四
千
九
百
六
十
三
員
で
あ

る
。
京
師
に
近
い
京
兆
府
、
河
南
府
、
蒲
州
、

同
州
、
華
州
、
岐
州
、
映
州
、
懐
州
、
汝
州
、
節
州
を
本
貫
と
す
る
者
は
、
京
師
ま
で
の
距
離

に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
期
聞
を
交
代
で
勤
務
し
、
皇
帝
、
皇
太
子
等
の
警
護
や
儀
仕
の
任
に
嘗
る
。
以
上
以
外
の
他
の
地
方
を
本
貫
と
す
る
場

合
は
規
定
の
銭
を
納
入
(
納
資
〉

す
る
乙
と
で
上
番
義
務
は
兎
除
さ
れ
る
。
勤
務
期
間
は
、
左
右
衛
の
三
街
が
五
考
で
、
以
下
諸
衡
の
矧
衛
は
八

- 76ー

考
で
あ
る
。
乙
の
期
聞
を
無
事
勤
め
的
抑
え
れ
ば
、
兵
部
の
校
試
を
経
て
、
吏
部
が
行
う
職
事
官
詮
衡
に
参
加
す
る
資
格
が
興
え
ら
れ
る
の
で
あ

@
 

る
。
兵
部
の
校
試
に
落
第
し
て
も
、
先
に
掲
げ
た
多
く
の
衛
官
中
の
主
帥
、
校
尉
、
直
長
等
の
ポ
ス
ト
に
附
く
可
能
性
は
保
障
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
合
格
者
が
三
街
出
身
と
し
て
吏
部
品祉
に
参
加
す
る
乙
と
が
出
来
、
所
定
の
昇
進
コ

l
ス
を
歩
む
の
に
比
し
て
、

一
種
の
武
官
職
と
し

⑪
 

て
の
衛
官
内
の
昇
進
が
期
待
で
き
る
忙
け
で
あ
っ
た
。
太
平
康
記
巻
三
二

一
張
問
臓
の
僚
に
見
え
る
斐
某
な
る
人
物
は
五
十
三
歳
に
し
て
な
お

⑪
 

三
衛
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
恐
ら
く
と
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

唐
代
前
期
の
時
代
相
を
知
る
上
で
貴
重
な
材
料
で
あ
る
張
驚
の
剣
文
か
ら
三
衡
に
閲
す
る
も
の
を
一
つ
取
り
翠
げ
て
お
と
う
。
天
子
の
巡
掌

に
際
し
て
、
直
訴
し
よ
う
と
飛
び
出
し
三
衡
の
警
護
隊
列
に
阻
ま
れ
、
そ
の
際
に
均
衡
張
忠
に
右
省
令
切
り
落
さ
れ
た
人
物
が
そ
の
過
剰
警
備

の
不
嘗
性
を
告
訴
す
る
事
件
を
想
定
し
そ
の
針
に
「
張
忠
、

家
は
積
閥
を
承
け
業
は
良
弓
を
盛
ん
に
す
。
大
樹
の
柴
無
く
ん
ば
非
ず
。
貫

⑫
 

に
小
裳

の

蔭

有

り

。

云

々

」

家

柄

を

背

景

と
し
た
官
僚
貴
族
の
子
弟
か
ら
選
抜
さ
れ
た
三
衛
が
、
皇
帝
側
近
の
警
備
と
い
う
祭
光
の

と
見
え
、



エ
リ
ー
ト
覗
さ
れ
た
三
衡
の
地
位
に
濁
す
る
嘗
時
の
意
識
の
反
映
を
認
め
る
と
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
唐
人
の
墓
誌
類

を
見
れ
ば
、
親
・
動
・
均
衡
出
身
、
あ
る
い
は
三
衛
出
身
な
ど
と
云
う
外
に
、
「
宿
衛
出
身
」
、
「
東
宮
衛
佐
」
、
「
宿
蘭
鋳
」
な
ど
の
表
現
で
、

官
蔭
入
仕
者
の
三
衛
コ
ー
ス
経
由
を
多
く
見
い
出
す
乙
と
が
で
き
旬
。

任
に
嘗
る
と
い
う
、

(

b

)

 

千

牛

右
に
見
た
左
右
十
二
街
、
左
右
六
率
府
の
ほ
か
に
、

い
わ
ば
皇
宮
警
察
と
で
も
云
う
べ
き
諸
衛
が
あ
っ
た
。
宮
殿
諸
門
を
管
理
し
警
備
す
る

左
右
監
門
街
、
皇
帝
の
宿
衛
侍
従
に
嘗
る
左
右
千
牛
街
、
東
宮
の
諸
門
を
管
理
警
備
す
る
太
子
左
右
監
門
率
府
、
皇
太
子
の
宿
衛
侍
従
に
嘗
る

太
子
左
右
内
率
府
が
そ
れ
で
あ
る
。
と
れ
ら
諸
衡
に
は
折
衝
府
は
全
く
麗
さ
ず
、
親
・
動
・
切
衛
の
三
衛
も
置
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。

ζ

れ
ら

諸
衛
の
う
ち
、
左
右
千
牛
衛
に
千
牛
備
身
十
二
員
、
備
身
左
右
十
二
員
、
備
身
一
百
員
が
配
備
さ
れ
、
太
子
左
右
内
率
府
に
太
子
千
牛
十
六
員
、

⑬
 

太
子
備
身
二
十
八
員
が
配
備
さ
れ
て
い
た
。
常
に
皇
帝
、
皇
太
子
の
左
右
に
あ
っ
て
、
ヱ
き
わ
め
て
身
近
か
の
護
衛
が
そ
の
任
務
で
あ
り
、
前
述

の
三
衛
よ
り
高
位
に
位
置
す
る
衛
官
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
選
放
射
象
は
高
蔭
資
格
の
あ
る
者
に
限
ら
れ
、
衛
官
中
の
最
高
の
エ
リ

i

一 77一

ト
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
職
事
官
三
品
以
上
の
子
・
孫
、
職
事
官
四
品
中
の
清
官
で
あ
る
三
省
六
部
の
侍
郎
な
い
し
太
子
左
右
庶
子
の
子
に

限
ら
れ
、

さ
ら
に
形
貌
が
端
正
で
武
塞
に
長
ず
る
者
と
い
う
篠
件
を
満
た
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
左
右
衛
の
三
衛
と
同
じ
く
五
考
を
経
、
吏

⑬
 

部
詮
に
参
加
す
る
資
格
を
輿
え
ら
れ
、
職
事
官
ポ
ス
ト
に
つ
く
も
の
で
あ
る
。
墓
誌
類
に
千
牛
を
経
て
任
官
し
て
い
る
例
は
数
多
く
見
え
る
。

⑮
 

例
え
ば
、
唐
初
の
元
動
子
志
寧
の
孫
大
猷
は
左
千
牛
備
身
か
ら
梓
州
参
軍
事
に
任
官
し
て
い
る
し
、
貌
徴
の
子
叔
識
も
左
千
牛
備
身
か
ら
洛
州

⑫
 

司
丘
ハ
参
軍
に
任
官
し
て
い
る
。
と
も
に
租
・
父
の
官
蔭
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
。

(

C

)

 

準

馬
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⑮

⑮

 

準
馬
は
殿
中
省
と
太
子
僕
寺
の
二
部
局
に
置
か
れ
、
股
中
省
準
馬
は
六
員
、
太
子
僕
寺
準
馬
は
十
一
員
で
あ
る
。
儀
仕
等
に
お
け
る
馬
を
統
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御
す
る
の
が
そ
の
任
務
で
あ
る
。

容

貌

の
端
正
な
者
が
選
抜
さ
れ
て
進
馬
に
任
ぜ
ら

@
 

れ
、
三
交
代
勤
務
に
服
し
た
。
五
考
で
兵
部
の
校
試
を
受
け
、
吏
部
鐙
に
迭
ら
れ
る
乙
と
は
、
千
牛
の
場
合
と
全
く
同
様
で
あ
る
。
元
和
期
の

@
 

宰
相
李
絡
の
子
理
は
、

父
の
蔭
に
よ
っ
て
準
(
路
〉
馬
を
経
て
太
常
協
律
郎
で
起
家
し
て
い
る
し
、
宜
園
公
博
州
刺
史
を
父
と
す
る
擢
懐
恩
は

@
 

そ
の
官
蔭
に
よ
り
太
子
(
僕
寺
)
準
馬
に
よ
っ

て
出
身
階
を
得
て
い
る
。
ま
た
権
徳
輿
の
孫
は
太
子
僕
寺
準
馬
で
出
仕
し
た
が
、
イ
大
逝
し
て
い

@
 

る
。

左
右
衡
の
三
衡
に
補
せ
ら
れ
て
い
る
者
の
な
か
か
ら
、

(
d
)
 驚

郎

右
に
三
街
、
千
牛
、
準
馬
等
と
い
う
主
た
る
衛
官
に
つ
い
て
制
度
的
に
概
述
し
た
。
乙
れ
ら
衛
官
と
は
職
務
内
容
は
異
な
る
も
の
の
、

や
は

り
官
蔭
出
仕
者
が
正
規
の
職
事
官
ポ
ス

ト
に
つ
く
ま
え
に
、

そ
の
準
備
段
階
と
し
て

一
定
期
間
の
勤
務
終
了
後
に
出
身
階
が
興
え
ら
れ
る
も
の

- 78ー

と
し
て
前
掲
蓄
志
に
見
え
た
資
郎
が
あ
る
。
「
唐
制
、
曜
部
の
筒
試
せ
る
太
廟
粛
郎
・
郊
祉
資
郎
、
文
責
な
り
。
兵
部
の
筒
試
せ
る
千
牛
備
身

@
 

及
び
太
子
千
牛
、
武
資
な
り
」
と
云
わ
れ
る
如
く
、
衛
官
た
る
千
牛
と
文
武
の
差
乙
そ
あ
れ
、
全
く
同
様
な
官
蔭
者
の
入
仕
の
ル

l
ト
な
の
で

あ
る
。
き
て
、
驚
郎
の
職
務
で
あ
る
が
、

郊
祭
や
廟
祭
と
い
っ
た
園
家
的
な
祭
躍
儀
式
の
際
や
常
時
の
祭
場
の
諸
事
雑
用
を
掌
る
も
の
で
あ

る
。
太
廟
資
郎
は
長
安

・
洛
陽
に
各

一
百
三
十
員
づ
っ
、
郊
祉
策
郎
も
南
京
に
各

一
百

一
十
員
づ
っ
置
か
れ
、
と
も
に
太
常
寺
の
管
轄
下
に
あ

@
 

っ
た
。
策
郎
に
補
せ
ら
れ
る
た
め
の
資
格
は
、
太
廟
驚
郎
に
は
五
品
以
上
の
子
・
孫
、
ま
た
は
六
品
の
清
官
の
子
、
郊
社
策
郎
に
は
六
品
の
子

と
い
う
官
蔭
が
必
要
と
さ
れ
、

そ
れ
ら
官
蔭
資
格
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
身
鐙
批
健
、
容
貌
端
正
な
十
五
歳
以
上
二
十
歳
以
下
の
若
者
を

選
抜
し
て
充
て
る
と
と
に
な
っ
て
い
た
。
太
廟
驚
郎
は
六
考
、
郊
祉
資
郎
は
八
考
の
番
上
勤
務
を
終
了
す
れ
ば
櫨
部
試
を
経
て
、
吏
部
金
へ
の

参
加
資
格
が
輿
え
ら
れ
回
。
園
家
の
祭
杷
や
慶
事
の
際
に
護
せ
ら
れ
る
赦
令
や
徳
音
に
、
三
衡
な
ど
衛
官
と
並
記
さ
れ
て
勤
務
期
間
の
短
縮
の

恩
典
に
浴
す
る
針
象
と
し
て
し
ば
し
ば
驚
郎
の
名
を
見
い
出
す
と
と
が
で
き
る
。
ま
た
唐
人
文
集
や
石
刻
類
に
「
策
郎
出
身
」
、
「
驚
郎
及
第
」
、

「
資
郎
常
選
」
の
如
き
表
現
で
、
官
蔭
出
仕
者
が
驚
郎
を
鰹
て
出
身
階
を
得
て
い
る
例
を
い
く
ら
も
見
い
出
す
乙
と
が
で
き
旬
。



官
蔭
出
身
と
貢
奉
出
身

唐
代
前
期
に
お
け
る
官
僚
化
の
一
般
的
傾
向
と
し
て
は
、
組
・
父
の
官
蔭
に
基
づ
く
も
の
と
、
流
外
官
か
ら
の
入
流
が
大
多
数
を
占
め
、
明

鰹
、
準
士
等
と
い
っ
た
科
目
の
試
験
を
経
る
と
ζ

ろ
の
貢
奉
に
よ
っ
て
出
身
階
を
得
て
官
界
入
り
す
る
者
は
決
し
て
主
流
で
は
な
か
っ
た
。
「
吏

部
、
比
衆
、
人
巻
取
る
に
傷
多
く
、
且
つ
濫
た
り
。
毎
年
入
流
の
数
、
千
四
百
人
を
過
ぐ
。
是
れ
傷
多
し
。
雑
色
人
を
簡
せ
ず
、
即
ち
官
に
注
す
。

是
れ
傷
濫
た
り
。
雑
色
解
女
、
三
衡
・
内
外
行
署
・
内
外
番
官
親
事
帳
内
晶
子
任
雑
掌
・
伎
術
直
司
番
手
-
兵
部
晶
子
・
兵
部
散
官
勅
官
・
記
室
及
功
曹
診
箪
・
検
校
官

・

屯
一
副
・
廃
長
・
妓
尉
・
牧
長
。
経
開
学

・
時
務
等
、
雑
色
人
に
比
し
て
、
三
分
し
て
其
の

一
に
居
ら
ず
。
云
々
」
と
い
う
顕
慶
初
め
(
六
五
六
)
の
黄
門
侍

@
 

郎
劉
鮮
道
に
よ
る
有
名
な
言
が
そ
の
朕
況
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
内
外
行
署
(
中
央
・
地
方
の
官
庁
勤
務
の
流
外
事
務
官
)
、

務
の
流
外
官
)
等
の
流
外

・
雑
任
や
動
官
と
と
も
に
三
衛
も
雑
色
人
と
穂
稿
さ
れ
、

内
外
番
官
(
同
交
代
動

吏
部
詮
に
殺
到
す
る
結
果
、

毎
年
千
四
百
人
以
上
が
流
内

-79一

の
品
官
ポ
ス
ト
を
得
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
毎
年
の
入
流
数
は
流
内
定
員
の
一
割
近
い
大
き
な
比
率
と
な
る
。
と
す
れ
ば
、
明
経
・
進
士

等
の
科
目
に
合
格
し
た
貢
事
出
身
者
が
吏
部
鐘
を
経
て
流
内
官
ポ
ス
ト
を
得
る
比
率
は
前
者
に
比
し
て
嘗
然
小
さ
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
あ

ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

乙
の
時
期
七
世
紀
中
葉
に
は
三
分
の
一
以
下
と
い
う
低
い
比
率
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
流
外
か
ら
の
入
流
と
と
も
に
、
官

蔭
保
持
者
が
三
衛
に
代
表
さ
れ
る
衛
官
コ

l
ス
経
由
で
大
量
に
流
内
官
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
い
る
。
貢
奉
出
身
者
よ
り
は
る
か
に
有
利
な
官
僚
化

へ
の
途
が
官
蔭
に
よ
る
者
に
は
聞
か
れ
て
い
る
と
い
う
事
責
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
、

土
庶
の
医
別
を
巌
密
に
す
る
と
い
う
身
分
制
的
な
唐
の

官
制
の
原
理
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
か
よ
う
な
官
蔭
入
仕
者
に
劃
す
る
優
遇
は
、
中
期
に
至
っ
て
も
依
然
と
し
て
有
数
に
機
能
し
て
い
る
よ

@
 

う

で

あ

る

。

鰐

仕

郎

・

守

太

子

校

書

郎

の

王

冷

然

が

開

元

十

一

年

(

七

二

三

)

衛

官

出

身

と

貢

に
時
の
宰
相
張
設
に
さ
し
出
し
た
上
書
に
は
、

翠
出
身
と
の
出
身
階
を
得
る
上
で
の
差
違
が
は
っ
き
り
と
あ
る
乙
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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凡
そ
校
書

・
正
字
は
一
例
に
畿
に
入
る
を
得
ず
。
相
公
曾
っ
て
此
の
職
と
焦
る
。
貞
観
己
衆
の
故
事
に
見
ゆ
。
今
の
吏
部
侍
郎
楊
油
、
眼

は
字
を
識
ら
ず
、
心
は
賢
を
好
ま
ず
。
我
が
清
司
を
蕪
積
し
、
我
が
奮
貫
を
改
張
す
。
去
年
(
開
元
十
年
〉
多
、

奏
請
す
ら
く
、
自
今
己
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後
、
官
は
内
外
と
無
く
、

一
例
に
畿
に
入
る
を
得
ず
と
。
即
ち
知
る
、
正
字

・
校
書
は

一
郷
の
牒
尉
に
如
か
ず
。
明
経
・
進
士
は
三
衛
出

身
に
如
か
ぎ
る
を
。

(唐
撚
言
各
六
)

初
任
官
の
ポ
ス
ト
と
し
て
は

正
字

(
太
子
司
経
局
従
九
口
問
下

秘
書
省
正
九
品
下
)
や
、

校
書
郎
(
弘
文
舘
従
九
品
上

崇
文
館
従
九
品
下
)
は
最
下

級
の
地
方
官
た
る
鯨
尉
(
京
豚
従
八
口
問
下

畿
勝
正
九
品
下

土
問料従
九
品
上

中
下
線
従
九
品
下
)

の
下
位
に
置
か
れ
た
。

吏
部
詮
へ
の
参
加
資
格

で
あ
る
出
身
階
と
し
て
は
、
貢
翠
出
身
よ
り
も
官
蔭
に
よ
っ
て
三
衡
に
籍
を
置
く
者
が
優
遇
的
な
立
場
に
あ
る
の
で
あ
る
。
官
蔭
の
背
景
を
も

@
 

た
ず
、
自
ら
の
才
撃
に
よ
っ
て
瞳
部
試
の
難
闘
を
突
破
し
、
太
子
校
書
郎
と
し
て
官
界
入
り
し
た
王
冷
然
に
し
て
み
れ
ば
、
{
目
蔭
に
よ
っ
て
三

衡
な
ど
の
衛
官
コ

i
ス
か
ら
易
易
と
し
て
吏
部
鐙
参
加
の
資
格
を
興
え
ら
れ
る
存
在
は
‘
き
わ
め
て
不
合
理
な
も
の
と
思
え
た
に
相
違
な
い
。
官

蔭
の
制
度
上
の
優
遇
に
封
す
る
、
賞
事
出
身
者
の
強
い
自
負
に
裏
う
ち
さ
れ
た
不
満
の
表
明
が
、

ζ

の
頃
か
ら
女
第
に
穎
在
化
し
て
く
る
と
と

は
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
後
期
に
な
る
と
、
準
土
及
第
に
よ
っ
て
出
身
階
を
獲
得
し
た
後
、
初
任
官
と
し
て
校
書
郎
と

- 80ー

な
り
、
畿
豚
尉
↓
監
察
御
史
↓
拾
遺
↓
員
外
郎
↓
中
書
舎
人
↓
中
書
侍
郎
と
い
う
昇
準
コ
i
ス
を
経
る
も
の
が
最
高
の
エ
リ
ー
ト

・
コ
ー
ス
と

@
 

見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
所
謂
八
機
コ

l
ス
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
開
元
期
に
お
い
て
は
、
い
ま
だ
貢
翠
出
身

は
衛
官
コ

l
ス、

と
く
に
三
衛
な
ど
の
官
蔭
利
用
者
の
下
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
乙
と
は
右
の
王
冷
然
の
言
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

と
乙
ろ
で
、
官
蔭
に
よ
る
者
は
、

た
だ
そ
の
特
権
の
み
で
衛
官
と
な
り
、
所
定
期
間
の
勤
務
を
終
了
す
る
だ
け
で
あ
ま
り
に
安
易
に
出
身
階

を
得
る
ζ

と
が
可
能
で
あ
っ
て
、
無
能
な
も
の
に
ま
で
品
官
を
輿
え
る
乙
と
に
な
り
は
し
な
い
か
と
の
批
判
的
意
見
が
、

一
方
で
は
早
く
か
ら

出
て
は
い
る
の
で
あ
る
。
垂
扶
中
(
六
八
五
l
八
八
)
に
納
言
(
侍
中
)
の
貌
玄
同
が
ζ

の
貼
を
指
摘
し
て
、
「
弘
文

・
崇
賢
の
生
、
千
牛

・
輩
脚

(
中
略
〉
少
け
れ
ば
則
ち
業
を
受
け
、

の
徒
、
試
を
課
す
る
と
と
既
に
浅
け
れ
ば
、
塞
能
も
亦
た
薄
し
。

長
ず
れ
ば
出
仕
す
。

並
び
に
徳
に
由

り
て
進
み
、
必
ず
才
を
以
て
升
る
。
然
る
後
、
以
て
用
に
利
し
王
に
賓
し
、
家
を
移
し
園
に
事
う
可
し
。
少
く
し
て
仕
う
れ
ば
、
則
ち
息
一
d

康
せ

ら
れ
、
試
を
軽
く
す
れ
ば
、
則
ち
才
無
し
。

(
中
略
)
文
、
動
官
・
三
衛
・
流
外
の
徒
、

州
豚
の
開
準
々
る
を
待
た
ず
、

直
ち
に
之
を
書
剣
に
取

る
。
恐
る
ら
く
は
、
徳
行
を
先
K
し
て
言
才
を
後
に
す
る
の
義
に
非
、
ざ
る
な
り
一

(
通
典
谷
十
七
選
翠
五
)
と
い
う
。

門
下
省
に
層
す
る
弘
文
館
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と
東
宮
の
崇
賢
館
は
、
園
子
監
六
皐
の
上
位
に
あ
っ
て
拳
舘
コ

l
ス
最
高
の
機
関
で
あ
り
、
皇
族
や
三
品
以
上
の
高
級
官
僚
貴
族
の
子
弟
の
み

に
門
戸
が
聞
か
れ
て
い
た
。

ζ

の
商
館
生
徒
と
と
も
に
、
や
は
り
高
い
官
蔭
を
必
要
と
す
る
衛
官
の
一
つ
千
牛
な
ど
に
補
せ
ら
れ
て
い
る
者

@
 

が
、
十
分
な
徳
行
も
才
業
も
な
く
‘
き
わ
め
て
筒
箪
な
校
試
を
形
通
り
経
る
の
み
で
出
身
階
を
興
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
三
衛
も
規
定
期
聞
を
大
過

な
く
勤
め
移
れ
ば
、
吏
部
の
職
事
官
鐙
衡
に
参
加
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
衛
官
は
官
蔭
と
い
う
特
権
を
有
す
る
者
に
と

っ
て
、
き

わ
め
て
容
易
な
官
僚
化
の
ル

l
ト
で
あ
り
、
官
僚
珠
備
軍
の
大
き
な
部
分
を
構
成
し
て
い
た
。
そ
れ
故
に
乙
そ
、
劉
鮮
道
の
言
の
ど
と
く
、
明

経
・
準
士
等
の
貢
拳
出
身
者
が
寅
際
に
職
事
官
ポ
ス
ト
を
得
る
比
耕
平
が
全
睦
の
三
分
の
一
に
も
満
た
な
い
と
い
う
献
態
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

確
か
に
衛
官
コ

l
ス
は
官
蔭
を
有
す
る
者
を
優
遇
す
る
制
度
で
あ
り
、
容
易
な
官
僚
化
を
保
障
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
す
で
に
述

べ
た
よ
う
に
形
式
的
な
校
試
を
す
る
だ
け
で
、
彼
等
の
闘
争
才
能
力
に
射
し
て
は
不
安
が
も
た
れ
て
い
た
。
有
能
な
人
材
を
巌
し
い
試
験
で
選
抜

す
る
貢
挙
制
度
が
一
方
で
は
貫
施
3
れ
、
い
ま
だ
少
数
と
は
い
え
官
界
に
進
出
し
つ
つ
あ
る
下
で
は
、
古
典
的
教
養
や
文
準
的
才
能
な
ど
の
諸

面
に
お
い
て
衛
官

コ
l
ス
に
籍
を
お
く
者
は
数
等
劣
る
ζ

と
は
嘗
然
で
あ
ろ
う
。

と
の
よ
う
な
い
わ
ば
質
の
面
に
お
け
る
差
違
は
自
ず
と
祉
曾
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的
評
債
と
も
な
っ
て
く
る
。
貢
奉
に
よ
る
官
吏
登
用
法
が
初
め
て
施
行
さ
れ
た
惰
代
に
お
い
で
す
ら
、
早
く
も
こ
の
よ
う
な
評
債
の
差
遣
が
存

在
し
て
い
た
。
惰
末
の
大
動
観
期
に
一
時
は
天
下
に
覇
を
と
な
え
る
程
の
勢
力
を
擁
し
た
李
密
は
、
大
業
年
間
(
六
O
五
|
一
七
)
に
左
親
衛

・

東
宮
千
牛
備
身
と
し
て
官
界
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
上
柱
園
・
蒲
山
郡
公
と
い
う
動
倭
を
も
っ
父
寛
の
蔭
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
左

親
衛
と
し
て
三
衛
入
り
し
、
高
蔭
の
た
め
に
東
宮
の
千
牛
備
身
に
選
抜
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
時
の
樺
臣
字
文
述
の
「
弟
の
聴

令
此
く
の
如
し
。
嘗
に
才
撃
を
以
て
官
を
取
る
べ
し
。
三
衝
は
叢
挫
に
し
て
、
賢
を
養
う
の
所
に
は
非
ず
」
と
い
う
忠
告
に
護
憤
し
て
勉
拳
に

@
 

専
念
し
、
才
翠
で
身
を
立
て
る
決
意
を
し
た
と
云
わ
れ
る
。
三
衛
と
は
叢
魁
、
す
な
わ
ち
小
人
の
集
ま
り
に
す
ぎ
ず
、
秀
れ
た
才
能
あ
る
者
が

居
る
べ
き
と
ζ

ろ
で
は
な
い
。
そ
の
才
筆
に
よ
っ
て
貢
拳
の
試
験
に
及
第
し
て
官
を
得
べ
き
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
官

蔭
に
基
づ
く
衛
官
コ

l
ス
と
個
人
的
能
力
に
基
づ
く
貢
挙
出
身
と
の
聞
に
一
つ
の
匡
別
を
認
め
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

中
唐
期
の
有
名
な
詩
人
章
鹿
物
は
最
初
官
蔭
に
よ
っ
て
三
衡
に
補
せ
ら
れ
る
が
、
酒
色
や
賭
博
な
ど
放
蕩
無
法
の
ふ
る
ま
い
が
多
く
、
官
憲

253 



254 

に
に
ら
ま
れ
る
よ
う
芯
存
在
で
あ
っ
た
。
し
か
し
皇
帝
親
衛
陵
で
あ
る
三
衡
の
た
め
官
憲
も
手
出
し
が
出
来
な
か
っ
た
と
い
う
。
天
賓
十
五
載

(
七
五
六
)
、
安
蔽
山
の
凱
が
勃
設
し
、
玄
宗
が
四
川
に
蒙
麗
す
る
と
い
う
混
範
期
に
三
衝
は
な
す
す
べ
も
な
く
一
時
解
鐙
し
て
し
ま
う
。
よ
る

べ
き
権
威
を
失
っ
た
と
の
時
、
彼
は
ζ

れ
ま
で
の
放
蕩
三
味
の
生
き
方
や
全
く
の
無
皐
を
深
く
自
省
し
て
勉
皐
に
動
む
よ
う
に
な
っ
た
と
い

@
 

ぅ
。
章
腫
物
の
場
合
は
一
つ
の
極
端
な
事
例
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
あ
ま
り
出
来
の
よ
く
な
い
高
級
官
僚
貴
族
の
子
弟
が
少
な
か
ら
ず
三
衛

な
ど
の
衛
官
コ

l
ス
に
籍
を
置
い
て
い
た
乙
と
は
、
太
卒
贋
記
の
次
の
記
載
か
ら
も
十
分
に
う
か
が
う
乙
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
「
唐
の

老
三
衛
宗
玄
成
、
刑
州
南
和
の
人
な
り
。
租
は
'
買
の
黄
門
侍
郎
た
り
。
玄
成
、
性
は
粗
に
し
て
猛
、

一果
気
兇
豪
た
り
。
郷
村
を
凌
鞭
し
、
州
豚

一に
横
行
す
。
紀
王
、
那
州
刺
史
と
震
る
。
玄
成
、
之
と
抗
行
す
。
李
備
、
南
和
令
と
篤
り
、
之
を
聞
き
、
毎
に
階
を
降
り
て
引
接
す
。

一
十
品
々
」

ハ
倉
一
一
六
一
ニ
)
と
見
え
る
宗
玄
成
な
る
人
物
は
前
代
以
来
の
俸
統
的
貴
族
勢
力
の
在
地
に
お
け
る
姿
を
一か
す
と
と
も
に
、
-
姐
・
父
の
官
蔭
に
よ

っ
て
三
衡
に
入
仕
し
な
が
ら
、
所
定
の
勤
務
年
限
移
了
後
も
出
身
階
が
得
ら
れ
ず
に
、
三
衛
に
長
く
留
め
お
か
れ
て
い
る
存
在
を
示
す
も
の
で

@
 

あ
ろ
う
。
さ
ら
に
策
郎
の
な
か
に
も
園
家
的
祭
杷
の
嘗
日
に
お
い
で
す
ら
飲
酒
や
賭
博
に
ふ
け
っ
て
大
騒
ぎ
す
る
輩
が
い
る
事
賓
が
認
め
ら

@
 

れ
、
三
衛
と
同
じ
く
官
蔭
を
有
す
る
者
に
劃
す
る
制
度
上
の
優
遇
が
、
個
人
的
資
質
や
能
力
を
第
一
義
と
見
な
さ
な
い
弊
害
を
生
じ
て
い
る
。

惰
末
李
密
の
例
に
見
え
た
コ
ニ
衝
は
叢
挫
な
り
」
と
い
う
よ
う
な
認
識
が
ど
く
一
部
の
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
貢
牽
制
度
が
定
着
し
た
唐

代
に
お
い
て
は
少
な
く
と
も
惰
代
以
上
の
匡
別
が
し
忙
い
に
聾
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
衛
官
や
薪
郎
中
の
劣
悪
な
部
分
が
顕
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在
化
し
て
く
れ
ば
な
お
さ
ら
の
乙
と
で
あ
ろ
う
。

と
の
よ
う
な
衛
官
コ
l
ス
と
貢
奉
出
身
と
を
劉
比
し
た
興
味
あ
る
も
の
と
し
て
、
九
世
紀
の
人
欧
陽
倉
が
友
人
に
あ
て
に
書
簡
が
あ
る
。
乙

の
時
期
、
官
界
へ
の
登
龍
門
と
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
進
士
科
を
志
望
し
な
が
ら
、
不
本
意
に
も
明
経
科
に
及
第
し
た
友
人
鄭
伯
義
を
慰
め

た
も
の
で
、
そ
の
一
部
を
以
下
に
あ
げ
る
。

つ
づ
る

往
載
を
誼
み
前
言
を
究
む
れ
ば
、
則
ち
明
経
と
日
う
。
属
る
に
鮮
を
以
て
し
賦
す
る
に
事
を
以
て
す
れ
ば
、
則
ち
進
士
と
日
う
。
(
中
略
)

又
、
公
侯
の
子
孫
・
卿
大
夫
の
子
弟
を
し
て
、
能
く
力
役
も
て
供
給
せ
し
む
る
者
を
、
千
牛
・
準
馬
・
三
衛
・
資
郎
と
日
ぅ
。
限
る
に
年



月
を
以
て
し
、
移
ら
ぱ
亦
た
之
を
試
す
。
其
れ
成
る
有
ら
ば
、
則
ち
捗
捗
し
て
己
ま
ず
、

-
M
ち
隼
と
く
乃
ち
厚
し
。
其
れ
敗
る
有
ら
ぱ
、

則
ち
知
期
し
て
己
ま
ず
、
乃
ち
裁
し
乃
ち
亡
ぶ
。
之
を
取
る
と
と
諸
科
に
於
て
暫
ら
く
殊
な
る
も
、
之
を
用
う
る
と
と
諸
科
に
於
て
則
ち

(
欧
陽
行
周
文
集
谷
八
「
奥
鄭
伯
義
醤
」
〉

一
な
り
。
良
と
に
未
だ
即
ち
進
土
を
以
て
賢
と
し
て
明
経
を
ば
賢
な
ら
ず
と
は
せ
ず
。
云
々
。

衛
官
コ
ー
ス
と
貢
事
出
身
と
は
官
仕
の
方
途
を
異
に
す
る
が
、
出
身
階
を
得
て
官
界
入
り
す
れ
ば
後
は
同
一
の
昇
準
規
準
に
基
づ
く
の
で
あ
る

@
 

と
云
い
、
貢
奉
の
法
で
明
程
、
準
士
の
別
は
あ
っ
て
も
、
官
界
入
り
す
れ
ば
昇
進
に
差
違
は
あ
ろ
う
は
ず
は
な
い
と
云
う
の
で
あ
る
。
さ
て
と

の
書
中
に
あ
る
よ
う
に
、
経
書
や
史
書
な
ど
に
劃
す
る
古
典
的
数
養
、
詩
賦
文
章
を
も
の
す
る
文
才
が
要
求
さ
れ
る
明
経
・
準
士
科
出
身
に
劃

し
て
、
千
牛
・
進
馬
・
三
衛
な
ど
の
衛
官
や
粛
郎
は
租
や
父
が
封
寄
践
を
帯
び
、
あ
る
い
は
卿
(
三
品
以
上
)
、
大
夫
(
五
ロ
間
以
上
〉
の
官
僚
で
あ

っ
て
、
そ
の
官
蔭
の
特
権
に
よ
る
・
も
の
で
は
あ
る
が
、
い
わ
ば
肉
憧
州
労
働
の
提
供
者
と
し
て
勤
務
に
服
す
も
の
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
乙
の
認
識
は
貢
奉
出
身
に
よ
り
高
い
債
値
を
置
い
た
と
と
を
言
外
に
含
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
駄
陽
倉
は
泉
州
青
江
の
人

@
 

で
、
貞
元
八
年
(
七
九
八
)
の
嘗
地
か
ら
最
初
の
準
土
及
第
者
で
、
首
時
文
名
の
高
か
っ
た
人
物
で
あ
る
。
門
責
の
背
景
は
な
く
、
官
蔭
を
用

い
る
す
べ
も
な
く
、
才
皐
に
よ
っ

て
自
ら
の
買
力
で
郷
里
か
ら
最
初
の
進
士
及
第
と
い
う
名
替
を
措
っ
た
彼
で
あ
れ
ば
、
な
お
さ
ら
の
ζ

と
官

蔭
と
い
う
特
権
に
よ
る
衛
官
か
ら
の
き
わ
め
て
容
易
な
官
僚
化
は
匡
別
し
て
意
識
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

- 83一

欧
陽
倉
と
同
年
進
士
で
あ
る
韓
愈
も
粛
郎
に
閲
す
る
同
様
な
認
識
を
も
っ
て
い
た
乙
と
が
知
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
賛
郎
の
職
務
を
太
皐
の
生

⑩
 

徒
で
代
用
し
よ
う
と
す
る
動
き
に
反
射
し
た
議
論
に
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

す
み
や

資
郎
の
職
、
宗
廟
社
程
の
小
事
を
奉
ず
。
蓋
し
土
の
賎
な
る
者
な
り
。
豆
鍾
を
執
り
て
駿
か
に
奔
走
し
、
以
て
其
の
官
の
長
に
役
せ
ら

る
。
徳
を
以
て
進
ま
ず
、
一
言
ロ
を
以
て
揚
げ
ら
れ
ず
。
蓋
し
其
の
人
力
を
取
り
て
其
の
事
に
備
う
の
み
。
(
中
略
)
今
、
夫
れ
策
郎
の
事
と
す

を
し
て
小
人
の
事
に
服
せ
し
む
。
且
、

る
所
の
者
は
力
な
り
。
皐
生
の
事
と
す
る
所
の
者
は
徳
と
塞
な
り
。
徳
義
を
以
て
之
を
奉
げ
、
而
る
に
力
を
以
て
之
を
役
す
。
是
れ
君
子

園
家
の
儒
を
崇
め
昼
を
勤
め
人
を
誘
い
善
を
篤
す
の
道
に
非
ざ
る
な
り
。

一云々
。

(
自
国
家
先
生
祭
谷
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十
四
「
省
試
撃
生
代
務
郎
議
」
〉
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五
品
以
上
の
子
及
び
六
品
清
官
の
子
か
ら
選
抜
さ
れ
る
驚
郎
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
衛
官
と
同
じ
く
規
定
の
勤
務
年
限
を
終
了
す
れ
ば
、
出

身
階
を
得
て
品
官
ポ
ス
ト
に
任
ぜ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

乙
の
驚
郎
も
徳
行
や
才
塞
と
い
っ
た
個
人
の
能
力
と
は
無
関
係
な
官
蔭

を
規
準
と
す
る
ポ
ス
ト
で
あ
り
、
園
家
的
祭
杷
の
雑
用
に
使
役
さ
れ
る
と
と
ろ
の
力
仕
事
に
重
貼
の
あ
る
職
務
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
在
皐
中
に

は
勉
開
円
干
に
専
念
し
て
徳
行
や
才
謹
を
養
う
べ
き
太
翠
の
生
徒
に
、
策
郎
の
職
務
を
代
行
さ
せ
る
な
ど
と
い
う
の
は
は
な
は
だ
好
ま
し
く
な
い
と

結
論
す
る
。

郡
川
郎
に
劃
す
る
韓
愈
の
認
識
は
、
先
の
欧
陽
倉
の
衛
官
及
び
驚
郎
に
つ
い
て
の
そ
れ
と
全
く
と
云
っ
て
よ
い
ほ
ど
共
通
し
て
い
る

ζ

と
に
気
附
く
で
あ
ろ
う
。
八
世
紀
末
か
ら
九
世
紀
初
め
に
か
け
て
の
欧
陽
倉
と
韓
愈
と
い
う
著
名
な
二
人
の
衛
官
な
い
し
そ
れ
に
準
ず
る
粛

郎
に
封
す
る
認
識
が
以
上
の
如
く
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
嘗
時
に
お
け
る
常
識
的
な
衛
官
や
策
郎
に
劃
す
る
許
債
で
あ
っ
た
と
考
え
て

き
し
っ
か
え
な
か
ろ
う
。
官
僚
化
の
方
途
と
し
て
の
官
蔭
に
基
づ
く
衛
官
コ

l
ス
の
評
債
の
低
下
は
、
貢
摩
出
身
者
が
官
界
で
の
主
要
な
位
置

を
占
め
る
比
率
の
増
大
に
一
つ
の
理
由
を
求
め
る
ζ

と
が
で
き
よ
う
。
そ
れ
は
官
僚
と
し
て
の
人
物
評
債
の
基
準
が
次
第
に
門
責
や
祖
父
の
蔭
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と
い
っ
た
も
の
か
ら
個
人
の
資
質
や
才
能
に
比
重
が
移
行
し
つ
つ
あ
る
ζ

と
を
意
味
し
よ
う
。
か
く
て
貢
拳
出
身
官
僚
が
主
要
な
勢
力
と
な
れ

ば
、
そ
れ
だ
け
官
蔭
に
基
づ
く
衛
官
出
身
者
の
評
債
は
相
射
的
低
下
を
ま
ぬ
が
れ
ぬ
乙
と
に
な
る
。
官
蔭
の
資
格
を
も
ち
な
が
ら
、
あ
え
て
貢

撃
に
よ
っ
て
出
身
階
を
得
ょ
う
と
す
る
傾
向
が
後
宇
期
に
な
っ

て
著
し
く
な
る
の
は
周
知
の
事
寅
で
あ
り
、
官
蔭
入
仕
に
射
す
る
右
に
述
べ
た

祉
禽
的
評
債
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
官
蔭
を
放
棄
し
て
貢
奉
に
麿
じ
、
落
第
し
て
や
む
な
く
再
び
官
蔭
を
用
い
て
入
仕
す

⑪
 

る
と
い
う
が
如
き
例
も
生
じ
て
く
る
。

衛

官

と

冒

蔭

貢
拳
出
身
者
の
官
界
に
お
け
る
地
位
が
上
昇
す
る
に
つ
れ
、
衛
官
コ

l
ス
を
含
め
た
諸
色
流
外
か
ら
の
出
身
者
と
の
聞
に
ま
す
ま
す
大
き
な

格
差
を
生
じ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
前
者
は
エ
リ
ー
ト
・
コ

l
ス
と
し
て
、
後
者
は
下
積
み
の
官
僚
生
活
を
除
儀
な
く
さ
れ
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン

が
次
第
に
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
容
易
な
官
僚
化
へ
の
途
と
し
て
、
諸
色
流
外
か
ら
入
流
し



て
と
に
か
く
も
口
問
官
の
ポ
ス
ト
を
得
る
乙
と
は
、
課
役
兎
除
等
の
特
権
を
享
受
で
き
、
と
の
ル

l
ト
へ
の
志
願
者
は
増
加
の
一
迭
を
た
ど
る
の

で
あ
る
。
官
蔭
の
特
権
を
用
う
る
す
べ
も
な
く
、
か
と
い
っ
て
激
烈
な
貢
奉
の
選
抜
に
克
ち
抜
く
だ
け
の
皐
才
を
も
ち
合
せ
な
い
、
多
く
の
庶

入
居
の
う
ち
の
官
僚
化
志
望
者
に
と
っ
て
は
、
乙
の
ル

l
ト
は
大
き
な
魅
力
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

唐
代
位
曾
の
多
様
化
に
伴
っ
て
、
唐
初
以
来
の
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
な
律
令
官
制
で
は
割
腹
し
き
れ
な
く
な
る
中
期
以
後
、
使
職
を
設
置
す
る
な

ど
の
現
買
に
割
腹
す
る
た
め
の
官
制
上
の
蟹
質
が
見
ら
れ
る
乙
と
は
周
知
の
事
貫
で
あ
る
。
官
僚
構
造
の
嬰
質
と
肥
大
化
は
、
そ
れ
を
支
え
る

責
務
携
嘗
の
流
外
・
雑
任
等
の
増
加
を
自
ず
と
伴
う
で
あ
ろ
う
。
九
世
紀
頃
の
か
よ
う
な
状
態
に
つ
い
て
、
白
居
易
は
「
今
は
則
ち
官
は
古
え

に
倍
し
、
吏
は
官
に
倍
す
。
入
色
者
も
又
た
吏
に
倍
す
。
此
れ
に
由
り
て
、
毎
歳
、
文
武
を
慢
し
て
盆
仕
す
る
者
衆
く
、
資
蔭
を
冒
し
て
出
身

す
る
者
多
し
。
故
に
官
は
人
を
得
ず
、
員
は
吏
に
充
た
ず
。
是
を
以
て
争
い
求
む
る
ζ

と
日
ど
と
に
至
り
、
好
濫
日
ど
と
に
生
ず
。
ハ
中
略
〉

(
今
、
も
し
〉
諸
色
入
仕
者
を
し
て
其
の
数
を
量
省
し
、
或
い
は
間
す
る
に
年
を
以
て
す
れ
ば
、
則
ち
土
は
官
に
乏
し
か
ら
ざ
る
に
庶
か
ら
ん
」

(
白
氏
長
慶
集
谷
四
十
六
策
林
三
十
三
革
吏
部
之
弊
の
臨
時
)
と
述
べ
、
文
賀
、
文
武
を
偲
託
し
て
出
身
階
を
偽
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
初
任
官
ポ
ス
ト
を

得
た
り
、

あ
る
い
は
官
蔭
を
詐
稿
し
て
出
身
階
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
者
が
存
在
し
て
い
る
と
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
官
蔭
の
僑
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造
や
詐
稿
は
、
官
蔭
者
に
劃
す
る
制
度
上
の
優
遇
を
利
用
し
て
容
易
に
官
僚
化
す
る
た
め
に
衛
官
コ

l
ス
に
籍
を
置
く
傾
向
と
し
て
現
わ
れ
て

く
る
。
安
史
の
蹴
に
よ
る
停
統
的
貴
族
層
の
混
落
、
家
譜
の
喪
失
が
家
系
を
同
姓
の
高
門
に
附
託
す
る
な
ど
の
家
譜
の
偽
造
を
盛
ん
に
し
、

官
蔭
有
数
性
の
及
ぶ
租
や
父
の
官
歴
を
詐
稿
す
る
一
助
と
な
っ
た
ζ

と
は
否
め
な
い
が
、
も
は
や
社
禽
的
名
望
を
失
い
つ
つ
あ
る
高
門
へ
の
系

そ
ζ

に
は
何
ら
寅
利
を
伴
な
わ
な
い
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ピ
が
、
依
託
す
る
こ
と
で
組
、
父
の
官
歴
を
偽

譜
の
偲
託
と
の
み
考
え
れ
ば
、

造
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
官
蔭
と
い
う
特
権
を
行
使
し
う
る
絵
地
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。
全
く
官
蔭
の
特
典
に
興
る

背
景
を
も
た
ぬ
庶
入
居
に
と
っ
て
、
官
蔭
者
を
優
遇
す
る
衛
官
と
い
う
制
度
は
、
あ
え
て
官
蔭
の
偽
造
や
詐
稿
を
し
て
ま
で
も
利
用
す
る
債
値

の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

257 

大
和
三
年
(
八
二
九
)
の
南
郊
の
赦
文
に
は
、

衛
官
コ

l
ス、

と
り
わ
け
三
街
ポ
ス
ト
に
お
い
て
制
度
上
の
特
典
を
利
用
し
た
官
蔭
偽
稿
者
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の
混
入
が
進
行
し
て
い
る
と
と
を
示
す
貼
で
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
主
要
部
分
を
以
下
に
あ
げ
る
乙
と
に
し
よ
う
。

諸
色
の
出
身
、
三
街
最
も
濫
た
り
。
{
目
蔭
を
慣
冒
し、

妄
り
に
優
傍
を
用
う
。
補
す
る
乙
と
既
に
過
多
な
れ
ば
、
筒
す
る
こ
と
亦
た
買
を

失
う
。
(
中
略
)
其
れ
三
街
、
宜
し
く
一
一
一
一
一
年
は
且
ら
く
補
す
る
を
得
ず
。

れ
。
有
司
に
委
ね
て
僚
流
せ
し
め
、
最
し
く
限
制
を
震
せ
。
云
々
。

人
数
の
量
く
る
を
待
ち
、

始
め
よ
り
更
に
補
す
る
乙
と
無
か

(唐
大
詔
令
集
谷
七
十

一
「
大
和
三
年
南
郊
赦
文
」
)

官
僚
と
な
る
資
格
を
得
る
方
途
の
う
ち
で
、

官
蔭
を
詐
稿
す
る
な
ど
し
て
三
衛
に
も
ぐ
り
込
ん
で
出
身
資
格
を
得
ょ
う
と
す
る
者
が
甚
だ
多

く
、
衛
官
の
制
度
的
た
て
ま
え
が
、
き
わ
め
て
素
見
し
て
い
る
現
肢
を
ま
ず
認
め
ざ
る
を
得
な
い
唐
朝
の
立
場
が
示
さ
れ
る
。
規
定
の
勤
務
年
限

を
全
う
す
る
ま
で
も
な
く
、
園
家
的
祭
杷
や
皇
帝
即
位
時
と
い
っ
た
諸
々
の
慶
事
の
た
び
毎
に
、
必
ず
と
云
っ
て
よ
い
程
、
年
限
短
縮
の
恩
恵

に
浴
す
る
乙
と
が
「
妄
り
に
優
第
を
用
う
」
と
云
う
語
句
に
示
さ
れ
て
い
よ
う
。

か
く
し
て
、
三
衡
に
混
入
す
る
者
が
少
な
か
ら
ず
、

そ
の
選

考
に
お
い
て
も
官
蔭
詐
稿
な
ど
の
不
正
が
公
然
と
看
過
さ
れ
て
い
る
大
和
三
年
前
後
の
状
態
は
躍
し
く
是
正
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が

の
姿
へ
畏
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
綴
い
て
翌
年
に
も
再
度
、

全
く
同
趣
旨
の
三
衡
に
劃
す
る
是
正
の
意
見
が
具
申
さ
れ
て
お
り
、
三
衛
へ

の
冒
蔭
雑
入
が
押
し
止
め
よ
う
も
な
い
程
、
準
行
し
て
い
る
ζ

と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。
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本
赦
令
の
云
わ
ん
と
す
る
所
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
二
、
三
年
の
問
、
三
街
へ
の
新
規
の
補
任
は
資
格
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
停
止
し
て
、
本
来

大
和
四
年
五
月
、
兵
部
奏
す
ら
く
、
伏
し
て
以
う
に
、
三
衡
は
禁
署
・
番
署
に
出
入
せ
る
子
弟
に
し
て
、
恭
俗
を
期
す
も
の
な
り
。
近
日

頑
弊
に
し
て
、
皆
な
正
身
に
非
ず
。
諸
衛
公
然
と
責
を
納
む
。
訪
問
し
た
る
に
、
亦
た
雇
召
せ
ず
。
土
庶
蔭
に
慢
し
、
措
紳
を
混
雑
す
。

隙
既
に
一
た
び
聞
か
れ
、
姦
濫
盆
入
せ
り
。
ま
と
と
に
宜
し
く
杜
絶
し
、
以
て
葬
倫
を
序
づ
べ
し
。
其
れ
責
蔭
の
三
衛
、
並
び
に
請
う
ら

く
は
停
醸
せ
ん
ζ

と
を
。
翼
わ
く
は
流
品
を
清
め
、
式
に
皇
猷
を
茂
ん
に
す
。
救
旨
し
て
奏
に
依
れ
。
(
唐
曾
要
容
七
十
一
十
二
衡
の
篠
)

乙
の
よ
う
に
全
く
同
内
容
の
も
の
が
反
復
し
て
見
え
る
ζ

と
は
、
官
蔭
の
詐
稽
に
よ
っ
て
一
一
一
衡
に
補
せ
ら
れ
る
も
の
が
跡
を
組
た
な
い
情
況
が

い
か
に
根
強
い
も
の
か
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
か
つ
て
拙
稿
に
お
い
て
貢
翠
に
落
第
し
な
が
ら
も
幕
職
官
に
僻
召
さ
れ
る
例
誼
と
し
て
言
及

し
七
乙
と
が
あ
る
貌
遜
(
七
六
O

|
八
一
四
)
と
い
う
人
物
の
二
人
の
息
子
が
、
右
に
論
述
し
た
三
衡
の
内
買
を
示
す
具
睦
的
な
好
例
で
あ
加
。



(
同
谷
十
一
〉

「
大
唐
故
宣
州
司
功
参
軍
貌
府
君
墓
誌
銘
弁
序
」
(
金
石
績
編
各
九
)
及
び
そ
の
夫
人
の
「
唐
故
宣
州
参
軍
距
鹿
説
君
夫
人
越
氏
墓
誌
銘
弁
序
」

か
ら
関
連
す
る
部
分
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。
貌
遜
の
墓
誌
に
よ
れ
ば
「
其
の
先
は
距
鹿
(
河
北
省
邪
州
〉
の

「
京
兆
府
戚
陽
燃
に
寄
居
す
る
乙
と
積
代
」
現
在
で
は
本
貫
地
と
稿
す
る
鐙
鹿
か
ら
は
離
れ
て
居
住
す
る
。

で
あ
っ
て
、

人
」
で
あ
る
が
、

租
先
の
家
系
は
「
頃
ほ
い
緑
山
暴
逆
す
る
に
因
り
、
饗
輿
南
征
し
、
畿
旬
の
士
庶
は
皆
な
倖
蹴
と
震
る
。
是
れ
由
り
国
籍
鼓
致
し
、
奮
業
畑
燈

し
、
復
た
先
人
の
事
を
知
る
べ
か
ら
ず
」
と
云
い
、
安
緑
山
の
大
範
に
よ
っ
て
家
譜
を
喪
失
し
て
詳
し
く
は
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
と
説
明
を
加

え
る
。
判
明
す
る
の
は
「
曾
租
賓
、
皇
任
臨
州
長
史
」
、
「
租
朝
隠
、
浮
名
を
都
す
み
悪
み
、
其
の
仕
を
高
向
に
す
」
と
い
う
曾
祖
と
組
で
あ
る

が
、
父
に
つ
い
て
は
全
く
鰯
れ
る
と
乙
ろ
が
な
い
。
彼
自
身
は
郷
貢
ル

1
ト
か
ら
五
・
六
度
と
貢
奉
躍
部
試
を
受
験
し
、
時
に
は
権
要
に
賄
賂

ま
で
す
る
け
れ
ど
も
合
格
で
き
ず
、
出
身
資
格
獲
得
に
失
敗
す
る
。
そ
れ
で
い
て
自
己
の
樺
力
機
構
強
化
を
計
る
藩
鎮
の
辞
召
に
雁
じ
て
幕
職

官
の
ポ
ス
ト
を
獲
得
し
、
宣
州
司
功
参
軍
と
い
う
藩
鎮
管
下
の
地
方
官
を
最
終
官
に
元
和
九
年
(
八
一
四
〉
彼
の
浪
時
に
お
け
る

に
設
す
る
。
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子
に
つ
い
て
同
碑
は

「
長
は
即
ち
匡
賛
、

仲
を
文
質
と
日
う
。

皆
な
三
衛
出
身
た
り
。
季
を
費
貢
と
日
う
。
充
州
都
督
府
参
軍
に
奔
せ
ら

一
方
、
夫
人
墓
誌
で
は
「
圏
、
良
相
を
命
じ
、
誼
し
て
文
貞
公
と
日

る
」
と
記
し
、
二
子
が
三
衛
か
ら
出
身
資
格
を
得
て
い
る
ζ

と
を
知
る
。

ぅ
。
枝
渡
初
め
て
分
れ
る
に
泊
び
、
導
ぴ
く
に
洪
源
の
注
よ
り
す
。
蘭
採
並
び
に
振
い
、
時
に
鐙
藻
の
芳
と
鋳
る
。
組
賓
、
父
朝
憶
、
皆
な
儒

ね
が

術
を
敦
く
し
、
諒一
識
は
弘
深
た
り
。
高
く
園
林
を
繁
い
、
自
ら
野
逸
を
求
む
」
と
云
い
、
貌
氏
の
家
系
を
唐
初
の
諌
臣
文
貞
公
貌
徴
の
子
孫
と

し
、
組
と
父
は
一
代
ず
れ
て
と
も
に
官
仕
せ
ず
と
し
て
い
る
。
二
墓
誌
に
記
す
と
ζ

ろ
を
つ
き
合
せ
て
み
る
な
ら
ば
、
安
史
の
凱
に
よ
る
家
譜

喪
失
と
い
う
首
時
の

一
般
的
朕
況
を

ロ
買
に
、
貞
観
の
治
を
支
え
た
第
一
の
名
臣
貌
徴
の
子
孫
に
附
託
し
た
家
系
詐
稽
は
歴
然
た
る
も
の
が
あ

ろ
う
。
二
子
が
と
も
に
一
一
一
衡
を
経
て
出
身
資
格
を
得
、
舎
昌
四
年
(
八
四
四
)
の
夫
人
浪
時
に
は
、
匡
賛
は
前
任
剣
州
普
安
豚
主
簿
、
文
質
は

梓
州
、
氷
泰
鯨
令
の
前
任
及
び
現
任
地
方
官
で
あ
る
。
貌
遂
の
最
終
官
宣
州
司
功
参
軍
の
官
ロ
聞
は
従
七
品
下
で
子
の
三
衛
入
街
資
格
に
は
達
し
な

い
。
子
の
世
代
か
ら
す
れ
ば
曾
祖
K
嘗
る
賓
は
臨
州
長
史
(
従
五
口
問
上
〉
と
稽
す
る
が
、
乙
の
官
蔭
は
も
は
や
及
ば
な
い
。
し
か
も
乙
の
官
歴
は

す
ζ

ぶ
る
疑
問
で
、
夫
人
墓
誌
に
記
す
ご
と
く
と
も
に
官
仕
し
て
い
な
い
と
見
る
の
が
妥
嘗
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
二
子
は
家
譜
を
偽
造
し
て

259 
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「
措
紳
を
混
雑
」
し
、
官
蔭
詐
稀
で
あ
る
「
官
蔭
を
慢
冒
」
す
る
存
在
と
見
な
す
乙
と
が
安
嘗
で
あ
ろ
う
。
自
ら
の
代
に
は
じ
め
て
官
僚
化
を

意
固
し
て
貢
穆
に
臨
時
じ
な
が
ら
落
第
を
繰
り
返
す
と
い
う
厳
し
い
経
験
を
嘗
め
た
貌
遜
が
、
冒
蔭
に
よ
る
三
衛
入
仕
と
い
う
現
寅
に
行
な
わ
れ

そ
し
て
出
身
資
格
獲
得
に
成
功
し
た
と
い
う
乙
と
が
判
明
す
る
の
で
あ

て
い
る
制
度
的
抜
け
道
を
利
用
し
て
、
二
人
の
子
息
を
三
衡
に
入
れ
、

る
唐
朝
権
力
が
い
か
に
土
庶
の
匿
分
を
し
よ
う
と
も
、

そ
の
規
準
た
る
官
蔭
そ
の
も
の
が
規
準
た
り
得
な
く
な
っ
て
い
る
の
が
、
後
牟
期
の
著

で
あ
る
。

「
土
」
と
「
庶
」
と
い
う
身
分
制
に
基
づ
く
祉
禽
的
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
は
意
味
を
も
ち
得
な
く
な
っ
て
い
る
の

し
か
し
、
あ
く
ま
で
も
士
庶
の
匿
別
に
固
執
す
る
唐
朝
権
力
は
、
官
蔭
所
有
者
を
優
遇
す
る
本
来
の
制
度
的
た
て
ま
え
が
崩
壊
し
た

し
い
特
徴
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

以
上
三
衛
の
機
能
を
停
止
す
る
ζ

と
で
、
現
肢
を
乗
り
切
ろ
う
と
す
る
が
、
い
か
ん
せ
ん
、
簡
単
に
租
宗
以
来
の
制
度
の
陵
止
は
容
易
で
は
な

@
 

く
、
唐
末
ま
で
と
に
か
く
制
度
そ
の
も
の
は
存
鎖
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
衛
官
や
資
郎
の
制
度
的
た
て
ま
え
と
現
獄
と
の
話
離
、
そ
し
て
そ

。。

れ
に
伴
う
地
位
の
低
下
に
つ
い
て
は
、
以
上
に
言
及
し
た
よ
う
に
唐
朝
権
力
の
側
に
も
一
腰
の
現
朕
認
識
は
あ
っ
た
。
衛
官
や
驚
郎
を
全
慶
す

る
乙
と
は
不
可
能
で
は
あ
っ
た
が
、
定
員
を
削
減
し
て
巌
選
す
る
劉
躍
策
が
と
ら
れ
て
い
る
と
と
は
、
そ
の
ζ

と
と
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。

資
郎
は
長
安
と
洛
陽
に
そ
れ
ぞ
れ
百
人
以
上
づ
っ
別
置
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
洛
陽
で
の
園
家
的
祭
杷
が
底
止
さ
れ
た
こ
と
に
伴
っ

て、

ま
ず
建
中
三
年
(
七
八
二
)
に
浩
陽
の
郊
祉
粛
郎
一
百
一
十
員
の
全
ポ
ス
ト
が
駿
さ
れ
、

@
 

廟
資
郎

一
百
三
十
員
の
全
ポ
ス
ト
が
肢
さ
れ
た
。
大
和
八
年
(
八
三
四
)
に
は
衛
官
と
資
郎
の
ポ
ス
ト
が
大
幅
に
減
員
さ
れ
る
。
日
目
瞳
的
に
は
、

つ
い
で
貞
元
元
年
(
七
八
五
)
に
は
同
じ
く
洛
陽
の
太

千
牛
、

殿
中
省
と
太
子
僕
寺
所
属
の
進
馬
、
そ
し
て
左
右
金
吾
衛
の
常
勤
儀
仕
要
員
の
合
せ
て
一
百
六
十

一
員
の
う
ち
、
四

O
パ
ー
セ
ン
ト
強

に
相
賞
す
る
六
十
七
員
が
定
員
削
減
さ
れ
た
。
三
街
に
閲
し
て
は
、
毎
年
吏
部
が
行
う
職
事
官
採
用
の
審
査
へ
は
六
十
員
に
の
み
選
考
参
加
人

数
を
制
限
し
た
。
三
街
の
定
員
は
五
千
員
近
い
の
で
あ
る
か
ら
、
勤
務
年
限
を
終
了
し
て
出
身
階
を
得
ら
れ
る
者
は
非
常
に
厳
し
く
制
限
さ
れ

@
 

た
と
と
に
な
る
。
さ
ら
に
弘
文
館
生
と
と
も
に
、
太
胸
策
郎
、
郊
祉
部
川
郎
、
掌
坐
は
合
せ
て
定
員
五
百
五
十
二
員
の
と
と
ろ
、
ち
ょ
う
ど
四
分

@
 

の
一
の
一
百
三
十
八
員
が
削
減
さ
れ
た
の
で
あ
る
。



と
こ
ろ
で
、
大
和
四
年
の
兵
部
奏
文
に
見
え
る
納
責
に
よ
る
避
役
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
る
貼
は
注
目
に
値
す
る
。
三
衡
は
、
京
兆
府
と

河
南
府
、
及
び
ζ

の
雨
地
に
隣
接
す
る
蒲
・
同
・
華
・
岐
・
快
・
懐
・
汝
・
鄭
州
以
外
に
木
貫
を
有
す
る
場
合
に
は
勤
番
義
務
が
菟
除
さ
れ
、

@
 

代
り
に
一
定
の
銭
を
納
入
す
る
納
査
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
勤
番
を
義
務
附
け
ら
れ
て
い
る
地
域
に
木
貫
を
有
す
る
者
ま
で
が
納
責
に

と
の
よ
う
な
納
責
が
既
成
の
慣
行
の
如

よ
っ
て
勤
番
の
力
役
を
逃
が
れ
、
単
に
三
衡
に
籍
を
置
く
だ
け
で
出
身
資
格
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
。

く
常
態
化
し
て
、
三
衡
を
管
轄
す
る
十
二
衛
が
公
然
と
納
責
を
受
け
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
三
街
が
納
資
に
よ
っ
て
避
役
す
る
と
い
う
動
き

@
 

は
早
く
は
大
暦
年
間

(七
六
六
|
七
九
〉
に
現
わ
れ
て
い
る
。
末
期
に
近
い
乾
符
二
年
(
八
七
五
〉

に
護
せ
ら
れ
た
南
郊
赦
文
に
も
、
京
兆
府
に

本
貫
を
有
す
る
三
衛
に
劃
し
て
責
課
銭
を
減
免
す
る
ζ

と
が
見
え
、
本
来
は
勤
番
義
務
の
あ
る
京
兆
府
在
住
の
三
衛
が
納
資
に
よ
っ
て
避
役
し

て
い
旬
。
か
よ
う
な
納
責
が
公
認
の
も
と
に
通
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
後
字
以
降
の
三
衛
は
、
官
蔭
偽
造
等
に
よ
っ
て
も
ぐ
り
込
む
傾
向

に
拍
車
を
か
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

明
確
に
匿
別
し
て
把
握
せ
ん
と
す
る
唐
朝
に
と
っ
て
、

一
方
で
は
官
蔭
資
格
を
問
わ
な
い
貢
事
出
身
者
の
増
加
が
あ
り
、
士
庶
を

そ
の
斑
別
規
準
と
な
る
官
蔭
は
も
は
や
巌
密
な
規
準
と
は
な
り
得
な
く
な
り
つ
つ
あ
っ
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官
蔭
の
背
景
を
も
っ
「
土
」
身
分
を
優
遇
す
る
と
い
う
衛
官
や
策
郎
の
本
来
の
制
度
的
特
典
が
失
第
に
形
骸
化
し
、
官
蔭
資
格
そ
の
も
の
も

詐
稽
や
偽
造
が
牟
ば
公
然
と
通
用
す
る
ζ

と
が
少
な
く
な
く
な
る
。

た
と
云
え
よ
う
e

経
皐
や
文
皐
的
才
能
に
よ
っ
て
猛
烈
な
競
争
試
験
に
克
ち
残
っ
て
く
る
貢
奉
出
身
者
に
比
し
て
、
官
蔭
の
特
権
に
よ
り
出
身

資
格
を
求
め
る
者
に
は
、
前
者
が
例
外
な
く
身
に
つ
け
て
い
る
十
分
な
才
翠
を
必
ず
し
も
も
っ
と
は
か
ぎ
ら
ず
、
先
に
例
と
し
て
あ
げ
た
奪
腰

物
の
如
、
き
劣
悪
な
存
在
す
ら
少
な
か
ら
ず
あ
り
得
た
。
官
蔭
入
仕
者
の
修
皐

コ
l
ス
で
あ
る
崇
文
館
以
下
園
拳
の
生
徒
の
質
の
低
下
も
著
し
か

@
 

っ
た
。
「
文
武
を
習
皐
す
る
者
」
を
士
と
規
定
し
、
経
皐
の
数
養
や
文
才
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

乙
う
い
っ
た
尺
度
で
見
る
限
り
、
官

蔭
出
身
と
貢
翠
出
身
者
の
差
違
は

一
般
的
に
云
っ

て
歴
然
た
る
も
の
が
あ
っ
た
。
官
蔭
出
身
者
を
初
任
官
に
任
ず
る
際
、
定
員
外
の
ポ
ス
ト

に

@
 

し
ば
ら
く
置
き
見
習
期
聞
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
議
論
が
出
る
所
以
で
あ
る
。
官
蔭
出
身
者
の
任
官
前
の
修
翠
機
関
で
あ
る
弘
文
・
崇
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文
館
及
び
園
子
監
六
翠
、
同
じ
く
任
官
前
の
準
備
段
階
の
衛
官
や
資
郎
、

乙
れ
ら
皐
館
や
衛
官
な
ど
に
籍
を
置
く
官
蔭
有
資
格
者
の
質
の
低
下
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が
知
れ
よ
う
。

四

皐
館
へ

の
冒
蔭
入
皐

官
蔭
に
基
づ
く
出
身
資
格
を
得
る
方
途
と
し
て
は
衛
官
コ

l
ス
と
は
別
に
事
館

コ
l
ス
が
あ
る
。
先
に
も
少
し
言
及
し
た
よ
う
に
、
官
蔭

出
仕
者
が
初
任
官
に
任
命
さ
れ
る
前
の
修
皐
期
間
と
い
う
性
格
を
も
つ
も
の
で
、
所
定
の
修
鼠
半
年
限
を
終
了
し
て
艦
部
の
撃
力
試
験
を
受
験
す

@
 

る
資
格
を
興
え
ら
れ、

合
格
す
れ
ば
出
身
資
格
が
得
ら
れ
る
。
以
下
、
本
章
で
は
高
級
官
僚
の
子
弟
の
み
が
入
皐
を
許
さ
れ
る
最
高
ア
カ
デ
ミ

!
と
で
も
い
う
べ
き
弘
文

・
崇
文
南
館
の
生
徒
を
中
心
に
、
後
牢
以
後
の
内
買
の
饗
化
を
考
え
て
み
た
い
。

弘
文

・
崇
文
生
が
修
皐
年
限
を
終
え
て
雄
部
試
を
受
験
す
る
場
合
、

@
 

て、

試
も
亦
た
常
例
に
拘
わ
ら
ず
」
と
い
う
規
定
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、 「弘
崇
生
、
明
鰹

・
進
士
と
閉
じ
と
雌
も
、
其
の
資
蔭
全
く
高
き
を
以

一
般
の
郷
貢
ル

l
ト
か
ら
の
貢
翠
受
験
者
に
く
ら
べ
て
高
い
官
蔭

に
劃
す
る
優
遇
規
定
が
設
け
ら
れ
、
受
験
科
目
や
内
容
は
は
る
か
に
簡
単
な
も
の
で
あ
っ
た
。
雨
館
に
生
徒
と
し
て
在
籍
し
て
お
れ
ば
、
き
わ

め
て
容
易
に
出
身
資
格
を
得
る
と
と
が
で
き
る
と
い
う
し
く
み
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

乙
の
め
ぐ
ま
れ
た
制
度
に
乗
り
か

- 90ー

か
り
在
撃
中
に
何
ら
勉
皐
に
努
め
な
い
者
が
少
な
か
ら
ず
い
た
。
武
周
期
の
濫
官
政
策
の

一
環
と
し
て
、
開
学
館
の
生
徒
を
多
数
驚
郎
に
充
て
、

南
郊
や
封
騨
の
儀
が
終
了
す
れ
ば
直
ち
に
彼
等
に
出
身
資
格
を
興
え
る
と
い
う
乙
と
が
行
な
わ
れ
た
。

乙
の
た
め
、

製
館
の
生
徒
が
皐
業
を
放

@
 

榔
し
て
よ
り
安
易
な
出
身
資
格
獲
得
に
狂
奔
す
る
乙
と
に
な
り
、
向
学
館
の
存
在
が
危
ぶ
ま
れ
る
事
態
に
至
る
と
い
う
と
と
が
あ
っ
た
。
す
で
に

七
世
紀
末
に
お
い
て
、
弘
文
・

崇
文
南
館
の
生
徒
に
つ
い
て
「
試
を
課
す
乙
と
既
に
浅
け
れ
ば
、
技
能
も
亦
た
薄
し
」
と
貌
玄
同
が
警
告
し
て

に
は
弘
文
館
の
生
徒
が
皐
業
を
修
め

い
る
と
と
は
先
に
言
及
し
た
と
乙
ろ
で
あ
る
。
そ
の
や
や
後
、

唐
代
中
期
の
開
元
二
十
六
年
(
七
三
八
〉

ず
、
そ
れ
で
い
な
が
ら
い
と
も
容
易
に
躍
部
試
に
合
格
し
て
出
身
階
を
獲
得
し
て
い
る
現
朕
に
射
し
、
規
定
通
り
の
試
験
を
課
す
べ
し
と
い
う

@
 

関
係
官
臆
へ
の
指
示
が
出
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
貢
奉
に
比
し
て
は
る
か
に
簡
単
で
あ
る
南
館
生
に
劃
す
る
試
験
す
ら
、
十
分
に
は
課
せ
ら
れ

て
い
な
い
の
で
あ
る
。
高
蔭
者
を
正
規
の
官
僚
ポ
ス
ト
に
採
用
す
る
前
に
あ

っ
て
、
そ
の
修
拳
の
機
闘
で
あ
る
べ
き
弘
文
館
や
崇
文
館
が
、
出



身
資
格
を
獲
得
す
る
た
め
の
手
段
と
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
商
館
へ
の
入
皐
資
格
は
高
い
官
蔭
を
必
要
と
し
、
誰
も
が
籍
を
置
け
る
も
の
で

は
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
官
蔭
詐
稀
に
よ
る
入
拳
者
が
衛
官
コ
l
ス
の
場
合
と
全
く
同
様
に
生
じ
て
く
る
の
が
後
牢
期
の
注
目
す
べ
き

傾
向
な
の
で
あ
る
。
貞
元
六
年
(
七
九
O
〉
の
救
文
は
は
な
は
だ
具
佳
的
に
弘
文
・
崇
文
南
館
の
内
情
が
は
か
ら
ず
し
も
露
呈
し
て
い
る
も
の

と
い
え
る
。
主
要
な
閥
連
部
分
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ハ
貞
元
)
六
年
九
月
、
赦
す
。
本
と
南
館
皐
生
を
置
く
は
、
皆
な
動
賢
由
同
子
を
選
ぶ
。
蓋
し
其
れ
を
し
て
謹
を
講
じ
家
風
を
紹
襲
せ
し
め

ん
と
欲
す
れ
ば
な
り
。
固
よ
り
此
の
倖
門
を
聞
き
、
典
数
を
堕
素
す
る
に
非
ず
。
且
、
令
式
の
内
、
具
さ
に
俊
章
有
り
。
考
試
の
時
、
理

と
し
て
須
ら
く
精
巌
す
べ
し
。
比
お
い
聞
く
に
、
此
の
色
、
倖
官
頗
る
深
し
。
或
い
は
門
責
を
偲
市
し
、
或
い
は
昭
穆
を
饗
易
す
。
殊
に

激
化
の
本
を
酷
し
、
但
ピ
溌
油
開
の
風
を
長
ず
。
未
だ
補
せ
ら
れ
ま
り
し
者
は
務
め
て
闘
員
を
取
り
、
己
に
補
せ
ら
れ
し
者
は
自
然
に
登
第

す
。
蔭
を
用
う
る
と
と
既
に
己
に
貫
に
乗
り
、
塞
を
試
す
る
ζ

と
又
た
皆
な
人
に
慢
す
。
誘
準
の
方
、
量
に
嘗
に
此
く
の
如
か
る
べ
き

や
。
今
よ
り
以
後
、
所
司
宜
し
く
式
文
に
擦
り
て
考
試
し
、
其
の
升
瓢
を
定
む
べ
し
。
如
し
慢
代
有
ら
ば
、
並
び
に
法
に
準
じ
て
慮
分
せ

よ

(
唐
曾
要
各
七
十
七
貢
傘
下
弘
文
崇
文
生
穆
の
係
〉

- 91ー

高
蔭
者
の
み
に
入
壌
を
許
可
す
る
と
い
う
令
文
は
い
ま
や
空
文
化
し
つ
つ
あ
り
、
「
門
責
を
偲
市
」
し
た
り
、
あ
る
い
は
「
昭
穆
を
嬰
易
」
す

る
と
い
っ
た
不
正
入
皐
が
確
責
に
進
行
し
て
い
る
。
三
代
以
上
の
祖
先
の
官
品
を
官
蔭
の
及
ぶ
租
や
父
に
ず
ら
せ
た
り
、
直
系
以
外
で
高
口
問
経

験
の
あ
る
外
祖
父
な
ど
を
租
・
父
と
偽
っ
た
り
、
あ
る
い
は
同
姓
他
族
の
系
譜
に
附
託
す
る
な
ど
、
さ
ま
ま
ま
な
形
態
の
官
蔭
偽
造
や
詐
稿
を

行
っ
て
、
弘
文
・
崇
文
館
へ
の
入
摩
資
格
を
得
ょ
う
と
す
る
。
弘
文
・
崇
文
館
の
生
徒
定
員
に
絞
員
が
生
じ
る
と
、

ζ

の
よ
う
な
資
格
を
偽
っ

た
者
ま
で
が
商
館
生
徒
の
籍
を
求
め
て
殺
到
す
る
乙
と
に
な
る
。
嘗
局
を
偽
っ
て
資
格
審
査
を
通
過
し
、
一
た
び
在
籍
で
き
れ
ば
、
そ
の
後
は

勉
皐
に
専
念
せ
ず
と
も
修
皐
年
限
さ
え
終
了
す
れ
ば
躍
部
試
を
受
験
で
き
、

ζ

の
試
験
も
手
加
減
さ
れ
た
簡
単
な
も
の
で
、
ま
ず
落
第
す
る
こ

と
は
な
い
。
そ
れ
に
も
自
信
が
な
け
れ
ば
替
玉
を
立
て
て
受
験
さ
せ
る
と
と
す
ら
可
能
で
あ
っ
た
。

賓
暦
元
年
(
八
二
五
)
に
も
「
躍
に
商
館

生
に
補
す
べ
き
は
、
用
う
る
所
の
蔭
第
、
皆
な
門
地
清
華
に
し
て
、
動
賢
由
同
喬
な
り
。
近
ご
ろ
時
に
源
流
の
或
い
は
異
な
り
、
支
属
全
く
疏
に

263 
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し
て
、
門
資
を
問
冒
し
、
昭
穆
を
嬰
易
す
る
有
り
。
云
々
」

(
唐
曾
要
各
五
九
太
麟
務
郎
の
篠
)
と
い
う
礎
部
か
ら
の
上
奏
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

先
の
貞
元
六
年
の
数
文
と
全
く
同
内
容
が
繰
り
返
し
言
わ
れ
て
い
る
黙
に
、
弘
文

・
崇
文
雨
館
の
冒
蔭
入
事
者
が
後
を
紐
た
な
い
嘗
時
の
根
強

い
傾
向
が
明
ら
か
に
示
さ
れ
て
い
る
。
官
蔭
の
背
景
を
も
た
な
い
な
が
ら
、
官
僚
化
志
向
の
強
烈
な
上
昇
過
程
に
あ
る
庶
入
居
の
姿
を
ζ
ζ

に

も
か
い
間
見
る
乙
と
が
で
き
る
。

ζ

の
よ
う
な
現
献
に
劃
し
て
唐
朝
は
坐
視
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
い
く
つ
か
の
割
腹
策
が
と
ら
れ
て
は
い

る
。
例
え
ば
、
大
和
七
年
(
八
一
二
三
〉
に
は
弘
文

・
崇
文
雨
館
生
徒
の
瞳
部
試
の
替
玉
受
験
を
防
止
す
る
た
め
に
、
出
向
書
郎
二
人
が
出
向
し
て

@

@
 

再
試
験
を
行
い
、
遺
漏
な
き
を
期
す
乙
と
に
な
っ
た
。
翌
八
年
の
弘
文
館
生
徒
の
大
幅
な
定
員
削
減
も
、
{
呂
蔭
詐
稿
等
の
不
正
入
獲
を
防
止

し、

巌
選
主
義
に
立
ち
戻
そ
う
と
す
る
努
力
の
結
果
と
見
な
す
と
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
ど
の
程
度
の
質
款
が
あ
っ
た
か
は
疑
わ
し
い
。

最
高
官
蔭
者
の
た
め
の
修
皐
機
関
た
る
弘
文

・
崇
文
館
が
右
に
述
べ
た
よ
う
な
饗
質
を
徐
儀
な
く
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
園
子
監
六

墜
に
お
い

て
は
同
様
な
饗
質
が
さ
ら
に
進
展
し
て
い
に
こ
と
が
嘗
然
推
測
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
官
蔭
資
格
を
必
ず
し
も
必
要
と
せ
ず
、
庶
人
の

優
秀
な
者
の
入
皐
も
ど
く
一
部
な
が
ら
認
め
ら
れ
て
い
に
律
皐
、
書
準
、
算
皐
は
、
修
了
す
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
明
法
科
、
明
書
科
、

明
算
科
の
受

- 92ー

験
資
格
化
け
が
興
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て、

合
格
後
に
出
身
階
を
得
て
、

さ
ら
に
職
事
官
ポ
ス
ト
を
得
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
限
②
 

ら
れ
た
専
門
ポ
ス
ト
を
歩
む
の
み
で
、
明
経
科
、
進
士
科
出
身
者
と
較
べ
れ
ば
、
官
界
で
の
築
達
の
可
能
性
は
皆
無
に
等
し
い
存
在
で
あ
っ
た
。

@
 

そ
乙
で
乙
れ
ら
は
さ
て
お
く
と
し
て
、
三
品
な
い
し
五
品
以
上
の
官
蔭
資
格
が
な
け
れ
ば
入
皐
が
認
め
ら
れ
な
い
園
子
拳
と
太
撃
に
つ
い

て
み

て
み
る
と
、
や
は
り
官
蔭
詐
稿
等
に
よ
る
と
乙
ろ
の
不
正
入
聞
学
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
ζ

と
が
確
質
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
四
門
館
博
士

@
 

の
職
に
あ
っ
た
韓
愈
が
貞
元
十
九
年
(
八
O
三
)
に
奏
請
し
に

「
園
子
監
生
徒
を
復
さ
ん
乙
と
を
請
う
の
朕
」
は

園
子
暴

・
太
撃
に
お
い
て

も
、
弘
文
・
崇
文
雨
館
に
つ
い
て
先
述
し
た
の
と
同
様
の
と
と
が
進
行
し
て
い
る
ζ

と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
園
子
皐

・
太

泉

・
四
門
製
へ
の
入
皐
が
許
さ
れ
る
べ
き
官
蔭
資
格
を
ま
ず
六
典
を
引
用
し
て
記
し
、

つ
い
で
次
の
よ
う
な
現
朕
認
識
と
そ
の
針
策
を
建
議
し

て
い
る
。

右
、
園
家
の
典
章
に
し
て
、
序
序
を
崇
重
す
。
近
日
、
趨
競
し
て
未
だ
本
源
に
復
さ
ず
。
公
卿
の
子
孫
を
し
て
太
撃
に
遊
ぶ
を
恥
じ
、

工



商

凡

冗

を

し

て

上

庫

に

慮

ら

し

む

。

園

子

館

は

並

び

に

六

典

に

依

り

、

其

れ

太

皐

館

は

量

り

て

常

参

官

八

品

己
上
の
子
弟
を
取
り
て
充
つ
る
を
許
し
、
其
れ
四
門
館
も
亦
た
量
り
て
資
蔭
無
く
才
業
有
る
人
を
取
り
て
充
つ
る
を
許
さ
れ
よ
。
如
し
資

蔭
有
り
て
皐
生
に
補
せ
ら
れ
ず
し
て
奉
に
醸
ず
る
者
は
、
請
う
ら
く
は
、
瞳
部
、
牧
試
の
限
り
に
在
ざ
ら
ん
こ
と
を
。
其
れ
新
た
に
補
せ

ら
れ
し
人
の
蔭
を
冒
せ
し
者
有
ら
ば
、
請
う
ら
く
は
、
法
司
に
牒
迭
し
て
罪
を
科
さ
ん
こ
と
を
。

(
中
略
)
今
請
う
ら
く
は
、

(
下
略
〉

(
韓
昌
察
文
集
省
三
十
七
)

官
僚
貴
族
居
の
子
弟
が
官
蔭
と
い
う
特
権
を
利
用
し
て
太
拳
に
籍
を
置
く
ζ

と
を
恥
辱
と
見
な
し
て
敬
遠
す
る
大
き
な
理
由
の
一
つ
と
し
て
、

「
工
商
凡
冗
」
と
韓
愈
が
云
う
枇
禽
的
身
分
層
、
す
な
わ
ち
「
士
」
身
分
と
は
明
確
に
匡
則
さ
れ
る
べ
き
庶
入
居
が
、
と
れ
ら
園
子
製
や
太
皐

@
 

(
ム
ハ
典
省
三
戸
部
の
篠
)
と
い
う
土
庶
の
匡
別
に
基
づ
く
身
分

「
工
商
の
家
は
士
に
預
る
を
得
ず
」

制
的
官
制
は
少
な
く
と
も
皐
館
コ

l
ス
に
お
い
て
は
後
半
期
に
至
っ
て
襲
質
し
つ
つ
あ
っ

た
と
云
え
る
。
園
子
皐
や
太
皐
に
も
や
は
り
庶
入
居

に
雑
入
し
て
く
る
ζ

と
が
奉
げ
ら
れ
よ
う
。

が
官
蔭
詐
稽
等
の
手
段
に
よ
っ
て
積
極
的
に
浸
透
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
韓
愈
の
議
論
は
園
子
準
に
つ
い
て
は
そ
の
入
皐
資
格
を
六
典
の

規
定
逼
り
の
官
蔭
保
有
者
に
限
定
せ
よ
と
云
い
、
嘗
初
へ
の
復
掃
を
主
張
す
る
も
の
の
、
現
買
に
進
行
し
て
い
る
官
蔭
詐
稿
等
の
根
強
い
傾
向

@
 

は
も
は
や
否
定
し
ょ
う
も
な
く
、
太
皐
に
つ
い
て
は
常
参
官
八
品
以
上
の
子
弟
に
も
入
皐
資
格
を
興
え
る
‘
べ
き
だ
と
云
い
、
そ
の
入
皐
資
格
の

- 93一

下
限
を
大
幅
に
下
げ
る
乙
と
を
提
唱
せ
、
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
官
蔭
の
特
擢
と
し
て
の
貫
数
性
の
低
下
は
も
は
や
お
お
う
べ
く
も
な

い
の
で
あ
る
。

結

五日
三
宮
阿

五
品
以
上
の
官
に
は
官
蔭
の
特
権
が
生
じ
、
そ
の
子

・
孫
に
ま
で
官
位
が
輿
え
ら
れ
る
と
い
う
制
度
的
特
権
が
唐
代
官
制
に
は
設
け
ら
れ
て

い
た
。
衛
官
は
ζ

れ
ら
官
蔭
資
格
を
も
っ
者
か
ら
選
抜
さ
れ
て
皇
帝
、
皇
太
子
の
衛
護
や

儀
伎
の
任
に
嘗
て
ら
れ
る
名
器
あ
る
地
位
で
あ
っ

た
。
資
郎
も
官
蔭
有
資
格
者
か
ら
濯
ば
れ
園
家
の
祭
杷
に
閲
す
る
諸
事
を
掌
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
も
に
規
定
期
間
の
勤
務
を
移
了
す
れ
ば
筒
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皐
な
考
査
を
経
て
出
身
資
格
が
興
え
ら
れ
た
。

個
人
の
才
摩
を
重
視
し
、

も
っ
ぱ
ら
そ
の
能
力
に
よ
っ
て
巌
選
さ
れ
る
貢
奉
出
身
者
が
官
界
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内
に
漸
増
し
て
ゆ
く
過
程
で
、
官
蔭
に
基
づ
く
衛
官
や
策
郎
の
官
僚
化
の
方
途
と
し
て
心
地
位
は
相
針
的
低
下
を
ま
ぬ
が
れ
な
か
っ
た
。
官
蔭

と

い

う

身

分

制

的

官

制

上

の

特

権

に

内

在

す

る

、

皐

才

的

能

力

を

必

須

候

件

と

は

し

な

い

と

い

う

特

質

は
、
あ
く
ま
で
賢
才
主
義
に
基
づ
く
貢
翠
と
並
存
し
て
は
自
ず
と
差
違
を
生
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。
か
く
て
衛
官
、
資
郎
か
ら
出
身
資
格
を
得
る

者
が
、
そ
の
準
備
段
階
と
し
て
課
せ
ら
れ
た
規
定
の
勤
務
年
限
は
、
一
種
の
力
役
の
ど
と
き
蔑
覗
的
な
評
債
を
う
け
る
に
至
る
。
一
方
で
は
官

蔭
の
背
景
を
も
た
ぬ
者
が
、
官
蔭
を
詐
稽
し
て
ま
で
も
衛
官
、
と
く
に
三
衛
の
ポ
ス
ト
を
求
め
て
殺
到
す
る
朕
況
が
額
著
と
な
る
。
規
定
の
勤

務
年
限
を
も
納
責
に
よ
っ
て
忌
避
し
、
貢
撃
の
ご
と
き
卓
越
し
た
才
能
を
も
必
要
と
せ
ず
、
そ
れ
で
い
て
出
世
は
望
め
な
く
と
も
官
僚
化
の
可

家
門
や
租

・
父
の
官
歴
を
重
視
し
、

能
性
の
あ
る
衛
官
や
粛
郎
の
ポ
ス
ト
は
官
蔭
の
及
ば
ぬ
六
口
問
官
以
下
の
子
弟
や
庶
入
居
中
の
官
僚
化
志
向
の
強
い
も
の
に
と
っ
て
は
大
き
な
魅

力
で
あ
っ
た
。
官
蔭
有
責
格
者
を
優
遇
す
る
と
い
う
制
度
的
た
て
ま
え
を
逆
に
利
用
し
て
、
冒
蔭
に
よ
る
衛
官
や
資
郎
ポ
ス
ト
へ
の
進
出
が
増

加
し
て
く
る
乙
と
は
、
後
牢
期
の
祉
舎
構
造
の
第
質
の
一
環
と
し
て
と
ら
え
る
乙
と
が
で
き
よ
う
。
身
分
制
祉
舎
を
支
え
る
士
身
分
と
庶
身
分

の
厳
密
な
匡
分
は
、

ζ

の
よ
う
な
冒
蔭
の
盛
行
に
よ
っ
て
失
な
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
弘
文
館
、
崇
文
館
へ
の
官
蔭
入
皐
の
額
在
化
も

- 94ー

同
様
の
硯
貼
か
ら
と
ら
え
る
と
と
が
で
き
よ
う
。
高
級
官
僚
の
子
弟
が
や
は
り
官
蔭
に
基
づ
い
て
出
身
資
格
を
得
る
前
の
、
修
準
機
関
と
し
て

の
制
度
的
た
て
ま
え
は
冒
蔭
入
皐
者
の
激
増
に
よ
っ
て
、
喪
失
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
官
蔭
に
よ
る
官
僚
化
が
エ
リ
ー
ト

・
コ
ー
ス
か
ら
疎
外

さ
れ
る

一
方
、
貢
摩
出
身
の
地
位
は
上
昇
し
、
出
身
資
格
を
持
た
な
い
陸
部
試
の
落
第
者
、
す
な
わ
ち
郷
貫
道
士
、
郷
貢
明
経
と
い
っ
た
存
在

す
ら
が
一
定
の
祉
曾
的
許
債
の
針
象
と
し
て
容
認
さ
れ
る
と
と
に
な
る
。
新
唐
書
巻
四
九
上
百
官
志
に
「
其
の
後
、
入
官
の
路
難
し
。
三
衛
は

権
勢
の
子
弟
に
非
ぎ
れ
ば
、
相
判
ち
退
番
す
。
柱
園
の
子
、
白
首
に
し
て
準
む
を
得
ざ
る
者
あ
り
。
流
外
は
都
と
雄
も
、
数
年
な
ら
ず
し
て
稔
一果

を
給
せ
ら
る
。
故
に
三
衡
は
盆
ま
す
賎
し
く
、
人
の
之
に
趨
む
く
と
と
翠
な
り
」
と
見
え
る
ど
と
く
、
官
蔭
有
資
格
者
も
ほ
と
ん
ど
三
衡
か
ら

の
出
身
資
格
獲
得
に
は
見
む
き
も
せ
ず
、
貢
奉
に
向
う
趨
勢
と
な
っ
た
。
柱
園
は
動
官
従
二
口
問
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
子
は
制
度
的
に
は
臨
衛
以

下
の
矧
衛
に
入
る
責
格
が
あ
る
者
で
あ
る
。
濫
授
に
よ
り
動
官
の
地
位
が
は
な
は
だ
低
下
し
て
し
ま
う
乙
と
は
周
知
の
事
賞
で
あ
り
、
敦
埠
文

@
 

書
等
に
も
勅
官
で
均
衡
の
肩
書
き
を
も
っ
者
を
見
い
出
す
と
と
が
で
き
る
。
前
章
ま
で
に
繰
り
返
し
述
べ

て
き
た
官
蔭
の
偽
造
や
詐
稽
は
動
官



に
閲
し
て
も
多
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
軍
功
な
ど
に
よ
っ
て
組
、
父
が
県
え
ら
れ
た
と
稗
し
た
り
、
あ
る
い
は
組
、
父
が

現
に
帯
び
て
い
る
動
官
を
数
等
偽
っ
て
上
げ
た
り
す
る
よ
う
な
ζ

と
は
、
き
わ
め
て
贋
般
に
庶
人
層
に
ば
ら
ま
か
れ
た
動
官
濫
授
に
よ
っ
て
嘗

局
の
資
格
審
査
の
目
を
逃
れ
る
可
能
性
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
得
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
庶
人
層
の
と
の
よ
う
な
官
蔭
に
よ
る
官
僚
化

志
向
に
よ
っ
て
、
三
衡
を
は
じ
め
と
す
る
衛
官
コ

l
ス
に
は
彼
等
庶
人
層
を
も
多
数
抱
え
込
む
こ
と
に
な
り
、
規
定
期
間
の
勤
務
終
了
後
も
出

身
階
を
得
ら
れ
ず
、
出
身
階
を
得
て
吏
部
詮
に
迭
ら
れ
る
の
は
年
間
六
十
人
と
い
う
き
わ
め
て
少
数
に
限
定
さ
れ
た
と
な
れ
ば
(
大
和
八
年
の

@
 

制
限
令
〉
、
官
界
の
要
職
に
あ
る
高
位
高
官
の
子
弟
の
み
に
濁
占
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
賞
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
彼
等
は
貢
奉
に
よ
っ
て
出

身
階
を
獲
得
で
き
る
ほ
ど
の
皐
才
能
力
を
持
た
ぬ
者
が
多
か
っ
た
。
そ
の
他
の
三
衛
等
に
籍
を
置
く
多
数
の
者
は
、
せ
い
ぜ
い
下
級
官
ポ
ス
ト

さ
ら
に
大
多
数
は
吏
部
詮
に
参
加
す
る
乙
と
す
ら
出
来
ず
、
流
外
官
と
し
て
の
地
位
に
甘
ん
じ
な
け
れ
ば
な

に
つ
く
の
が
関
の
山
で
あ
っ
た
。

ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
冒
蔭
ま
で
し
て
三
衛
に
も
ぐ
り
込
む
傾
向
が
増
大
す
る
の
は
、
下
級
官
で
あ
る
に
せ
よ
、
貢
酎
苧
に
較

べ
れ
ば
は
る
か
に
容
易
な
官
僚
化
の
可
能
性
が
あ
る
ζ

と
、
あ
る
い
は
、
流
外
官
と
し
て
日
々
の
日
嘗
と
数
人
扶
持
の
糧
食
の
支
給
を
受
け
る

@
 

と
と
と
と
も
に
、
公
擢
力
と
結
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
さ
ま
ざ
ま
な
有
形
無
形
の
特
権
を
求
め
て
や
ま
な
い
な
ど
な
ど
の
黙
に
あ
る
だ

ろ
う
。
唐
末
に
か
け
て
の
祉
舎
的
構
造
費
化
の
過
程
で
析
出
さ
れ
て
く
る
庶
人
層
上
層
の
注
目
す
べ
き
動
勢
と
見
な
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
か
く
@
 

衛
官
コ

l
ス
の
如
き
制
度
は
そ
の
存
在
債
値
を
全
く
失
い
、
三
衛
は
蔵
さ
れ
る
。

ロiunu 

て
宋
代
に
な
る
と
、
貢
奉
(
科
翠
〉
全
盛
の
時
代
と
な
り
、

最
後
に
唐
代
官
制
に
お
け
る
蔭
と
、
唐
の
諸
制
度
を
導
入
し
て
形
成
さ
れ
た
我
が
圏
の
奈
良
時
代
及
び
卒
安
時
代
の
律
令
瞳
制
下
の
官
制
に

お
け
る
蔭
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
の
推
移
に
つ
い
て
一
言
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、
唐
制
を
模
し
た
我
が
園
の
賀
蔭
制
が
官
界
入
り
の

た
め
の
出
身
責
格
と
し
て
、
律
令
時
代
も
後
期
に
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
ま
す
ま
す
大
き
な
比
重
を
占
め
る
に
至
る
と
い
う
乙
と
が
指
摘
せ
ら

@
 

れ
て
い
る
貼
は
、
は
な
は
だ
注
目
に
値
い
す
る
と
思
わ
れ
る
。
時
代
を
同
じ
く
す
る
唐
代
後
牟
期
以
降
に
お
け
る
官
蔭
の
吐
禽
的
債
値
の
著
し

い
低
下
と
は
全
く
逆
の
現
象
が
我
が
固
に
お
い
て
は
準
行
し
て
い
る
乙
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
無
論
、
と
の
一
貼
の
み
か
ら
性
急
な
結
論
を
引

き
ピ
す
乙
と
に
は
十
分
に
慎
重
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
比
較
史
的
観
黙
か
ら
こ
の
同
時
代
の
日
中
間
の
歴
史
展
開
を
考
え
る
場
合
に
、
雨

267 
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者
の
歴
史
渡
展
の
差
違
と
い
う
大
き
な
問
題
に

一
つ
の
示
唆
を
興
え
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

註①
一
迎
胤
ハ
谷
四
十
に
よ
れ
ば
、

開
元
二
十
五
年
時
の
官
吏
総
数
は
三
十
六
前

八
千
六
百
六
十
八
員
で
、
流
内
{
目
は
こ
の
う
ち
内
宮
二
千
六
百
二
十
員
、

外
官
一
部
六
千

一
百
八
十
五
日
只
の
計
一
前
八
千
八
百
五
員
に
す
ま
な
い
。

②
六
典
谷
二
吏
部
の
係
。
池
田
温
「
中
閥
律
令
と
官
人
機
構
」
(
『
前
近
代

ア
ジ
ア
の
法
と
枇
禽
』
第
一
邸
付
所
牧

一
九
六
七
〉
所
載
の
「
階

・
散
官

.
勅
官

・
爵
及
諸
出
身
階
封
照
表
」
参
照
。

③
前
掲
池
田
論
文
参
照
。

④
菰
中
随
筆
郎
官
の
係
。

⑤
通
典
出
也
四
十
、
新
唐
書
百
官
志
に
よ
っ
て
一
部
補
正
し
に
。

⑥
通
典
、
新
都
爾
志
と
も
太
子
僕
寺
進
佐
川
を
倣
落
す
る
。

今
、
便
宜
的
に

殿
中
省
進
馬
と
同
市
慌
に
入
れ
て
お
く
。

⑦
六
巾
内
各
五
丘
(
部
の
係
。
三
術
へ
の
入
術
資
格
は
六
腕
ハ
と
新
唐
設
省
四
十

九
上
百
官
志
十
六
術
の
僚
と
で
は
や
や
異
同
が
あ
る
が
、
今
は
六
典
に
従

う
。
な
お
滋
口
重
園
「
府
兵
制
度
よ
り
新
兵
制
へ
」
(
『
秦
漠
陥
唐
史
の
研

究
』
上
容
所
枚
一
九
六
六
)
六
J
八
頁
参
照
の

乙
と
。

③

新

志

十
六
術
の
係
。

⑨
法
苑
珠
林
省
四
六
思
恨
筋
感
際
線
(
、

H，・
吋・

日

E
81
2Hn)
「
唐
親

術
官
向
法
限
」

の
w
慨
に
「
唐
薙
州
長
安
係
官
同
法
限
、
是
惰
代
僕
射
高
煩
之
玄

⑬
守
口
蔭
に
基
づ
く
三
術
か
ら
の
入
仕
を
検
索
し
得
に
限
り
以
下
に
列
傘
す
る
。

一
巨

仕

櫛

一

旭

・
父

官

歴

一
王

行

威

一
朝
散
大
夫
ハ
文
散
〉

一一ハ
左
術
均
衡

一
秩
滅
不
仕

三

術

出

仕

初

孫
、
至
飽
朔
三
年
正
月
二
十
五
日
、
向
中
豪
多
選
、
云

々
」
と
あ
る
。
親

術
で
の
勤
務
年
限
を
終
了
し、

中
豆
(
向
書
省
)
、
す
な
わ
ち
向
害
支
部

の
鈴
衡
に
輿
か
る
資
格
を
獲
得
し
て
赴
く
蔭
入
仕
者
の
一
例
で
あ
る
。

⑮
六
曲
内
容
五
兵
部
の
係
「
九
左
右
術
之
三
街
、
(
中
略
)
考
以
五
。
左
右

術
之
他
職
掌
及
左
布
率
府
之
動
術
、
考
以
六
。
(
中
略
)
諸
術
及
率
府
之

均
術
、
考
以
八
。
考
湖
、
兵
部
校
試
。
有
文
壊
時
務
、
則
迭
吏
部
。
無
文

則
加
其
年
階
、
以
本
色
遜
授
。
若
有
才
用
、
考
内
得
補
主
帥
及
監
門
校
尉

直
長
。
」
三
衡
の
勤
務
年
限
に
つ
い
て
は
、
開
元
二
十
四
年
救
に
「
左
右

術
三
術
及
五
品
以
上
子
弟
、
経
七
年
。
雑
術
三
術
、
経
八
年
。
勅
官
、
経

九
年
。
並
放
選
興
廃
分
」
(
麿
禽
要
各
七
四
〉

と
あ
り
、
左
右
衛
三
衡
の

年
限
が
二
年
長
く
な
っ
て
い
る
。

⑪

太

卒
既
記
谷
二
二
一
張
関
臓
の
係
「
張
関
蔵諮問
相
、
奥
亥
天
網
開
閉
名
。

有
河
東
裳
某
、
年
五
十
三
震
三
術
。
笛
夏
季
番
、
入
京
、
至
溢
水
西
庖
買

飯
。
同
坐
有

一
老
人
、
謂
裟
日
、
貴
人
。

袈
因
劉
日
、
某
今
年
五
十
三
、

向
潟
三
術
、
量
笠
官
爵
、
老
父
奈
何
謂
僕
食
費
人
。
老
父
笑
目
、
君
白
不

知
耳
、
従
今
二
十
五
日
、
得
三
品
官
。
(
下
略
)
」

⑫
龍
筋
鳳
髄
剣
谷
三
左
右
術
の
係
。

-96-

任

'"ー，届

一
垂
扶
二
年

一
八
瑳
室
金
石
補
正
谷
三
八

最

終

官

卒

年

出

典
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鄭

贈
社

某

梁

待

賓

格

承

恩

楊

志

本

楊

銭

鄭

莱

桓

彦

範

陸

元

感

主

修

爾

王

仁

佼

図

鑑

芝

鄭

逼
徐

堅

戚

懐

亮

雀

元

周

雀

文

惰

李

臭

張

銑
李

鉛

務
州
長
史

(租
〉
慈
街
汝
郊
青

五
州
刺
史

(
贈
〉
右
僕
射

〈
租
)
定
州
長
史

口ー

大
理
卿

(租〉
媛
州
長
史

東
海
公

休
州
刺
史

陳
留
豚
侯

蒸
州
奥
房
懸
令

(
曾
祖
)
和
州
刺
史

太
常
少
卿

(
組
〉
北
周
復
州
長
史

実
州
長
史

描
開
園
公

〈
租
〉
幕
州
刺
史

(
0・
〉

汚
絵
二
州
刺
史

上
柱
園

荷
停
州
都
督

剤
州
刺
史

(
組
〉
潅
王
府
諮
議
参
軍

弘
文
館
事
士

周
主
府
文
皐

詳
正
摩
土
or
・

左
衛
均
衡

左
(
衛
)
均
衡

左
(
衡
)
親
衛

右
衛
均
衡

右
(
衛
)
親
衛

左
(
衡
)
勅
街

宿
街

右
衛
均
衡

宿
衛

宿
衛
均
衡
勃
術
左
衛
三
術

宿
衛
左
衛
勅
街

宿
術
出
身

宿
衛
出
身

宿
蘭
鋳

宿
衛

雨
宮
環
列
之
佐

涼
州
参
寧

(
累
遜
〉

司
衡
寺
主
簿

韓
王
府
参
軍
事

慶
州
永
業
府

右
果
毅

同
州
参
軍

充
州
寝
丘
豚
尉

金
州
参
軍

臨
郎
賂
主
簿

左
玉
鈴
均
府

(
左
軍
衛
)
長
史

治
州
景
口
鯨

主
簿
潤
州
参
軍

委
州
武
義
腕脚

主朝間
右
司
禦
率
府

丘
ハ
曹
参
軍

伊
関
市
肺
丞

坊
州
司
倉
参
軍

貝
州
司
倉
参
寧

伊
州
伊
主
口
豚
丞

文
筒
迭
天
官

石
州
司
法
参
軍

士
口
州
刺
史

太
常
寺
丞
粂
江

陵
府
倉
曹
参
軍

部
州
長
史

左
弱
林
大
将
軍

茶
州
呉
房
豚
令

曹
州
成
武
田
肺
丞

太
僕
卿

沌
州
肥
郷
鯨
丞

薬
湯
豚
令

慶
王
府
司
馬

浴
州
司
馬

侍
中
葉
州
司
馬

獄
嶺
軍
副
使

口
，
.

開
元
二
十
八
年

至
徳
二
年

費
賂
二
年

貞
元
十
三
年

一
肺
龍
二
年

榊
龍
二
年

神
龍
三
年

間
元
四
年

開
元
七
年

開
元
十
年

開
元
十
五
年

開
元
十
六
年

開
元
十
七
年

海
州
都
督

験
中
瀬
州
東
城

一
永
昌
元
年

衰
州
刺
史

一
天
授
三
年
(
葬
〉

折
衝
校
尉
懸
男

一
長
書
二
年

聖
暦
元
年

長
安
四
年

八
滋
室
谷
六

機
載
之
文
集
省
二
五

同
右

で
洛
符
中

李
北
海
集
谷
五

京
畿
家
墓
遺
文
昌也
中

替
唐
室
田
谷
九

古
誌
石
筆
単
位
八

八
禽
室
巻
五
一

張
燕
公
集
各
十
四

台
洛
四
編
各
五

中
州
家
墓
遺
文

李
渥
叔
文
集
容
二

文
苑
英
筆
各
九

同
右
張
燕
公
集
特
十
八

問
答
六

+
亡
洛
昌
也
中

十
亡
洛
家
墓
遺
文
谷
上

楊
盈
川
文
集
車
也
九
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⑭
六
奥
谷
二
五
左
右
千
牛
衡
の
係
、
同
省
二
八
太
子
左
右
内
率
府
の
係
。

⑬
六
血
ハ
各
五
兵
部
の
係
「
凡
千
牛
備
身
・
備
身
左
右
及
太
子
千
牛
、
皆
取

三
品
己
上
職
事
官
子
孫

・
四
ロ
田
清
官
子
、
儀
容
端
正
武
袈
可
稿
者
充
。
五

考
、
本
司
随
文
武
、
簡
試
総
選
。
」

⑬
金
石
山
卒
編
怨
六
=
一
「
麿
明
裳
令
子
大
猷
碑
」
。

⑫
張
説
之
文
集
省
一
八
「
唐
故
橡
州
刺
史
貌
(
叔
検
〉
君
砕
」
。

⑬
哲
唐
書
省
四
四
職
官
志
殿
中
省
向
釆
局
の
係
。
(
新
志
は
五
負
に
作
る
)
。

⑬
新
唐
書
谷
四
九
上
百
官
士
山
太
子
僕
寺
の
係
。

③

六

典

出甘
五
兵
部
の
係
「
凡
殿
中
省
進
馬
、
取
左
右
術
三
街
(
及
)
高
蔭
、

簡
儀
容
可
観
者
補
充
。
分
篤
三
番
上
下
。
考
第
筒
試
、
同
千
牛
例
。
僕
寺

進
馬
亦
如
之
。
」
醤
志
に
「
(
進
馬
〉
雄
名
管
殿
中
、
其
貧
武
戦
。
用
資
蔭

筒
揮
、
一
如
千
牛
備
身
」
と
あ
り
、
衛
官
で
あ
る
乙
と
を
示
す
。
三
街
、

千
牛
、
進
馬位
一
寸
術
官
が
儀
伏
の
任
に
笛
る
具
鐙
像
は
、
章
懐
太
子
李
賢
、

総
徳
太
子
李
重
潤
の
墓
か
ら
一
九
七
二
年
に
後
見
さ
れ
た
壁
遊
中
の
儀
伏

図
が
大
い
に
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
総
資
上
の
粉
飾
が
あ
る
に
し
て

も
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
統
一
さ
れ
に
身
長
、

着
衣
、
武
具
等
、
そ
し
て
容

姿
端
正
、
穏
躯
堂
堂
た
る
さ
ま
に
よ
っ
て
、
千
牛
、
進
馬
等
の
目
六
億
的
な

姿
を
ま
の
あ
た
り
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

@
+
亡
浴
家
墓
越
文
三
編
「
唐
故
河
南
府
司
録
参
軍
越
郡
李
(
謬
)
府
君
墓

②
官
蔭
に
基
づ
く
策
郎
か
ら
の
入
仕
の
検
索
し
得
た
例
を
以
下
に
穆
げ
る
。

一
胡

仕

榔

一

組

-

父

官

歴

一

申

告

蹴

出

仕

一

初

任

官

一

最

終

官

一
卒

五

太

二

箱

海

州

側

娘

豚

令

一
太

襲

郎

一(
術
州
司
功
参
箪
)
一
弁
州
太
原
燃
令

一
関
元
五
年

一
一
貿
策
中

一

?

=
爽
郎
及
第

一
連
州
司
戸

一
度
州
丘
一
前
回

一
同

'2:l⑪・

誌
銘
」
。

②
奮
唐
書
倉
一
八
五
上
権
懐
恩
侍
。

②

権
載
之
文
集
谷
二
六
「
蕩
孫
進
馬
事
誌
」。

⑧
文
献
通
考
径
三
回
選
穆
考
任
子
係

「止
部川陳
氏
回
、
唐
制
、
組
部
簡
試

太
繭
策
郎
・
郊
枇
勝
郎
、
文
資
也
。
兵
部
簡
試
千
牛
術
身
及
太
子
千
牛
、

武
資
也
。」

陳
止
策
と
は
宋
の
陳
即
時
良
の
と
と
で
あ
る
。

②
六
曲
内
容
一
四
太
常
寺
の
係
。
哲
志
で
は
車
問
郎
定
員
を
八
百
六
十
三
員
、

新
志
で
は
八
百
六
十
二
員
と
作
る
。

⑧
新
唐
書
容
四
五
選
穆
志
下
「
凡
策
郎
、
太
廟
以
五
品
以
上
子
孫
及
六
口
問

職
事
弁
清
官
子
錦
之
。
六
考
而
滅
。
郊
枇
以
六
口
同
職
事
官
子
篤
之
。
八
考

而
満
。
皆
讃
雨
経
組
通
、
限
年
十
五
以
上
二
十
以
下
、
揮
儀
欣
端
正
無
疾

者
」
。
職
事
官
六
口
問
の
清
宮
と
は
、
起
居
合
人
、
太
子
司
議
郎
、
太
子
合

人
、
諸
司
員
外
郎
、
侍
御
史
、
秘
書
郎
、
著
作
佐
郎
、
太
祭
博
士
、
太
子

倉
事
丞
、
太
子
文
事
、
国
子
助
教
の
諸
官
で
あ
る
。
(
六
典
出
世
二
吏
部
の

篠〉六
地
ハ
径
二
吏
部
の
係
「
密
費
郎
殺
太
常
、
則
雄
部
簡
試
。
開
元
二
十
五

年
、
殺
宗
正
。
其
太
廟
策
郎
、
則
十
月
下
旬
、
宗
正
申
吏
部
、
師
陣
試
則
帖

論
語
及
一
大
経
。
」
同
容
四
種
部
の
篠
「
太
廟
策
郎
亦
試
雨
経
、
文
義
粗

遇
、
然
後
補
授
。
考
漏
簡
試
。
其
郊
枇
策
郎
簡
試
、
亦
如
太
廟
策
郎
」
。

- 98ー

年

一
文
苑
英
華
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③
通
典
出
也
一
七
選
穆
五
。
張
驚
も
武
后
期
濫
官
政
策
と
の
闘
速
で
三
術
等

の
き
わ
め
て
安
易
な
入
流
の
弊
害
を
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
朝
野

余
載
容
一
(
資
顔
堂
秘
笈
本
)
に
「
唐
張
文
成
田
、
乾
封
以
前
、
選
人
毎

年
不
越
数
千
。
垂
扶
以
後
、
毎
歳
常
至
五
高
。
人
不
加
衆
、
選
人
盆
繁
者
、

蓋
有
由
笑
。
嘗
試
論
之
。
祇
如
明
経
進
士
、
十
周
三
街
、
勅
散
雑
色
。
園

官
直
司
、
妙
筒
賓
材
。
堪
入
流
者
十
分
不
遇
三

寸

選
司
考
練
、
総
是
俵

手
胃
名
、
勢
家
吸
請
。
手
不
把
筆
、
邸
迭
東
司
。
眼
不
識
文
、
被
奉
南
舘
。

正
員
不
足
、
権
補
試
癒
検
校
之
官
。
賄
貨
縦
横
、
賊
汚
狼
籍
。
流
外
行
署
、

-99ー

銭
多
即
留
。
或
帖
司
助
曹
、
或
員
外
行
案
。
更
有
挽
郎
楚
脚
、
晶
画
国
首
屯
、

無
尺
寸
功
夫
、
並
優
奥
底
分
。
皆
不
事
皐
問
、
唯
求
財
賄
。
是
以
選
人
冗

冗
、
甚
於
羊
群
。
吏
部
喧
喧
、
多
於
蟻
索
。
若
鈴
賞
用
、
百
無
一
人
。
積

薪
化
薪
、
所
従
来
遼
失
」
と
あ
る
。

@
王
冷
然
の
上
書
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
与
仲
勉
「
唐
集
質
疑
」
の
考
設

に
接
っ
た
。
な
お
殿
耕
笠

『
唐
僕
向
丞
郎
表
』
第
二
冊
五
七
一
頁
参
照
。

@
王
冷
然
は
開
元
五
年
の
進
士
及
第
、
同
九
年
の
抜
奉
科
及
第
で
あ
る

(
登
科
記
考
省
六

・
七〉。
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③

八

備

に
次
ぐ
の
が
、
制
策
↓
正
字
〔
京
豚
尉
〕

l
v
殿
中
侍
御
史
l
v
補
閥

↓
郎
中
↓
給
事
中
↓
中
謬
令
と
い
う
昇
進
コ
l
ス
で
あ
る
。
と
も
か
く
貢

翠
出
身
か
ら
初
任
官
と
し
て
ま
ず
校
正
郎

・
正
字
に
就
き
、
次
い
で
畿

賂

・
京
燃
の
尉
を
綴
る
こ
と
が

宰
相
に
至
る
栄
達
の
必
須
係
件
と
な
る

(
封
氏
問
見
記
忽
三
制
科
の
篠
)
。
池
田
滋
「
律
令
官
制
の
形
成
」
(
『岩
波

講
座
世
界
歴
史
』
第
五
各
所
政
一
九
七

O
)
二
九
八

l
九
頁
参
照
。

③

上

一冗
二
年
(
六
七
五
)
に
掌
懐
太
子
賢
の
誇
を
避
け
て

祭
文
飴
と
改

稿。

③
「
恐
非
先
徳
行
、
而
後
言
才
之
義」

と
は
、
「
以
四
事
捜
其
良
。
一

日

身
、
二
日
言
、
三
日
書
、
四
日
判
。
(
中
略
)
以
三
類
其
具
。
一
日
徳
行
、

一
一
日
才
用
、
一
二
日
労
放
」
(
六
典
谷
二
)
と
い
う
部
鈴
に
お
け
る
選
授
基

準
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

⑧

沓

唐

高
崎也
五
三
十
字
密
山
内
。

新
山
内
で
は
字
文
述
の
言
ぞ
「
君
世
素
貴
、
首

以
才
早
期
。

何
事
三
術
間
哉」

と
作
る
。
陥
代
の
三
術
は
開
皇
年
聞
に
設

け
ら
れ
、
大
業
初
め
に
三
侍
と
改
稿
さ
れ
に

(
通
畿
各
一
八
三
義
寧
元
年

胡
注)。

制
度
的
に
蔚
に
そ
の
ま
ま
綴
承
き
れ
た
も
の
で
、
附
代
に
お
い

て
も
官
蔭
有
資
者
が
入
仕
す
る
前
の
準
備
段
階
と
し
て
の
規
定
に
大
差
は

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

③
章
江
州
集
に
附
載
す
る
王
欽
臣
の
「
宋
嘉
一
路
元
年
校
定
序
」
、
同
じ
く

紹
興
年
間
の
挑
到
に
よ
る
「
年
譜
」
、
及
び
唐
才
子
州
内
容
四
季
限
物
の
僚

な
と
参
照
。
新
底
部
省
七
五
上
宰
相
世
系
表
に
よ
れ
ば
、

窓
際
物
の
曾
祖

は
武
后
期
の
宰
相
掌
待
償
、
組
の
令
儀
は
宗
正
卿
で
あ
り
、
と
の
官
蔭
に

よ
る
三
術
補
任
で
あ
ろ
う
。

③

葱

庖

害
容
七
六
太
宗
諸
子
仰
に
よ
れ
ば
、
紀
王
恨
は
「
永
徽
二
年
、
授

刻
州
都
督
、
累
除
那
州
刺
史
。
文
明
元
年
、
加
授
太
子
太
師
」
と
あ
り
、

唐
初
期
の
七
世
紀
後
竿
に
比
定
で
き
る
。

@
唐
大
詔
令
集
省
七
四
「
係
貫
記
事
詔
」
年
月
不
詳

③

ζ

の
書
簡
の
後
半
部
分
に
は
「
況
目
視
進
士
出
身
、
十
年
二
十
年
而
終

於

一
命
者
有
之
。
明
経
諸
色
入
仕
、
須
奥
而
時
間
卿
相
者
有
之
。
云
々
」
と

見
え
、
盛
ん
に
慰
識
に
努
め
て
は
い
る
が
、
現
質
に
は
前
注
@
に
血
中
げ
に

封
氏
問
見
記
に
見
え
る
よ
う
に
、
進
士
科
出
身
が
エ
リ
ー
ト
・
コ
ー
ス
を

歩
h
u
最
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
明
経
科
出
身
に
比
し
て
進
士
科
出
身
が
最

も
高
い
許
債
を
う
け
て
い
る
乙
と
を
一
示
す
好
例
を
一
つ
示
そ
う
。
麿
の
袈

庭
砧
撲
に
か
か
る
東
槻
奏
記
谷
上
に
以
下
の
と
と
く
見
え
る
。
「
李
圧
字

待
領
、
越
郡
資
皇
人
。
早
孤
、
居
滋
南
、
養
母
以
孝
問
。
家
明
経
。
華
州

刺
史
李
総
見
而
謂
之
目
、
日
角
珠
庭
、
非
常
人
也
。
笛
閉
館
進
士
科
。
明
経

磁
磁
、
非
子
設
跡
之
地
。
一
一
糧
不
第
、
臨
進
士
患
。
許
孟
容
矯
醐
胸
部
、
擢

上
第
、
稗
褐
者
河
陽
府
推
官
。
書
判
円
高
等
、
授
消
南
麻
尉
。
云
々
。
」
ち
な

み
に
、
李
珪
の
進
士
科
及
第
は
元
和
七
年
(
八
一
二
)
で
あ
り
(
登
科
記

考
窓

一
八
元
和
七
年
の
隊
)
、
後
半
期
の
九
世
紀
初
頭
に
は
右
に
見
に
よ

う
な
進
士
科
出
身
が
明
経
科
出
身
に
優
る
と
い
う
評
償
が
一
般
化
し
て
い

る。

③
昌
察
先
生
集
倉
一
一
一
一
「
欧
陽
生
哀
僻
」
、
及
び
登
科
記
考
倉
一
一
一
一
貞
元

八
年
の
係
参
照
。

⑬

乙

の

議
論
は
斡
愈
が
博
翠
宏
詞
利
に耐
応
じ
た
貞
元
十
年
の
作
と
い
う
割

注
を
附
す
テ
キ
ス
ト
も
あ
る
が
、

貞
元
十
二
年
十
月
に
勝
郎
を
時
四
し
て
大

同
学
生
徒
に
そ
の
職
務
を
代
行
さ
せ
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
り
、
太
常
博
士

袈
堪
の
反
封
で
取
り
止
め
に
な
っ
た
(
唐
曾
要
各
五
九
太
廟
粛
郎
の
篠
)
。

従
っ
て
ζ

の
時
に
な
さ
れ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

@
文
苑
英
輩
出
也
九
四
六
「
倉
部
郎
中
柏
宗
回
墓
誌
銘
」
に
は
「
租
士
良
、

-100ー
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忠
州
司
馬
。
父
景
、
毛
詩
簿
士
贈
園
子
司
業
。
君
麗
父
拳
関
元
種
。
成
連

中
(
八
六

0
1七
四
〉
、
考
官
第
之
、
山
間
書
落
之
。
不
勝
座
屈
、
因
罷
。
取

家
蔭
出
身
。
選
岳
地
州
鯨
官
、
歴
数
任
、
従
軍
幕
篤
剣
官
。
云
々
」
と
あ
る
。

@
拙
稿
「
唐
代
の
郷
貢
進
士
と
郷
貢
明
経
」
(
『
東
方
皐
報
』
京
都
第
四
十

五
冊
一
九
七
三
)
参
照
。

@

園

家
的
慶
事
等
に
際
し
て
、
夜
階
の
針
象
と
し
て
大
和
四
年
以
後
に
お

い
て
も
三
術
の
存
在
を
示
す
記
録
は
見
い
出
す
乙
と
が
で
き
る
。
「
威
通

七
年
孝
明
太
皇
太
后
山
陵
優
発
徳
音
」
(
唐
大
詔
令
集
容
七
七
〉
、
「
乾
符

二
年
南
郊
赦
」
(
同
省
七
一
)
等
参
照
。

⑬
唐
曾
要
各

一
七
縁
廟
裁
制
上
、
同
省
六
五
太
常
寺
貞
元
八
年
四
月
の
係

参
照
。

@

事

物

紀
原
容
五

九
寺
卿
少
部
策
郎
の
傑
「
貌
始
有
太
常
策
郎
。
唐
有

太
廟
郊
枇
之
別
。
唐
泊
園
家
、
其
久
次
者
、
太
廟
叉
補
室
長
、
郊
祉
即
補
掌

坐
掌
次
。
謂
之
黄
衣
選
人
。
祖
宗
以
来
、
叉
以
魚
朝
臣
子
弟
起
家
之
官
」
。

要
す
る
に
策
郎
の
規
定
年
限
を
終
え
て
吏
部
鈴
に
迭
ら
れ
る
選
に
も
れ
、

規
定
年
限
以
上
の
問
、
務
郎
に
留
め
お
か
れ
て
い
る
者
を
数
済
す
る
ポ
ス

ト
で
あ
る
。
先
に
指
摘
し
た
一一
一
衡
に
お
け
る
主
帥
、
監
門
校
尉
、
直
長
に

相
嘗
す
る
ポ
ス
ト
で
あ
る
。

@
冊
府
元
勉
容
六
三

一
鈴
選
部
僚
制
三

「
(
大
和
八
年
正
月
)
兵
部
奏
、

態
管
左
右
伏
千
牛

・
僕
寺
殿
中
省
進
馬
・
左
右
金
五
回
伏
長
上
、
共
一
百
六

十
一
員
。
今
三
色
共
請
減
六
十
七
員
。
文
筒
武
簡
三
街
、
毎
年
三
鈴
、
都

請
留
六
十
人
魚
定
。
礎
部
奏
、
明
経

・
弘
文
館
生

・
太
廟
郊
吐
務
郎
堂
一
坐

等
、
共
五
百
五
十
二
人
。
今
六
色
共
請
一
百
三
十
八
人
。
従
之。」

@
太
卒
庚
記
省
三
O
O三
衡
の
僚
に

「関
元
初
、
有
三
街
、
自
京
選
青
州
、

至
華
獄
廟
前
、
見
育
衣
仙
問
。
云
ん
こ
と
見
え
、
長
安
で
の
交
代
勤
務
を
終

え
て
本
貫
の
育
州
へ
東
婦
す
る
途
路
の
三
衡
の
話
を
記
載
す
る
。
育
訓
川
は

納
資
で
よ
い
地
域
で
あ
る
が
、
経
済
的
に
徐
裕
が
な
け
れ
ば
、

質
際
勤
務

に
番
上
す
る
と
と
が
あ
っ
た
ζ

と
が
う
か
が
え
る
。

⑬
唐
大
詔
令
集
省

一
一
一
「
減
徴
京
畿
丁
役
等
制
」
参
照
。

@
同
省
七
二

「乾
符
二
年
南
郊
赦
」
参
照
。

@

六

典

省
三
戸
部
の
傑

「緋
天
下
之
四
人
、
使
各
専
其
業
。
九
習
獲
文
武

者
震
土
。
擦
力
耕
桑
者
翁
農
。
工
作
貿
易
者
震
工
。
屠
泊
興
販
者
篤
商
。

(
中
略
)
工
商
之
家
不
得
預
於
土
。
食
稔
之
人
不
得
奪
下
人
之
利
」

⑪
通
奥
谷
一
七
洋
州
刺
史
越
匡
奉
還
議
選
人
傑
例
之
一

「諸
以
蔭
絡
優

以
刀
、
准
救
授
官
者
、
如
剣
劣
悪
者
、
請
授
員
外
官
、
待
給
習
法
理
、
試
剣

合
留
、
卸
依
資
授
正
員
官
」
。

②
六
典
出
世
八
門
下
省
弘
文
館
の
係
、
問
答
二
六
東
宮
山
宗
文
館
の
係
参
照
。

⑧
六
典
省
二
吏
部
の
係
「
弘
崇
生
、
雌
同
明
経
進
士
、
以
其
資
蔭
全
高
、

試
亦
不
拘
常
例
」。
同
省
四
組
部
の
篠
「
其
弘
文
崇
文
館
厚
生
、
雌
同
明

経
進
士
、
以
其
資
蔭
全
高
、
試
取
粗
通
文
義
」
。

@
醤
庸
書
省
一
八
九
上
儒
慰
侍
序
「
及
則
天
稽
制
、
(
中
略
〉
走
時
復
将

親
洞
明
堂
及
南
郊
。
叉
奔
洛
封
嵩
岳
。
将
取
弘
文
園
子
生
充
粛
郎
行
事
、

皆
令
出
身
放
選
、
前
後
不
可
勝
数
。
因
是
生
徒
不
復
以
経
由
戸
干
潟
意
、
唯
荷

希
俊
倖
。
二
十
年
間
、
間
学
校
頓
時
閥
抗
駿
失
」
。

⑧

唐
大
詔
令
集
名
七
=
一
「
親
杷
東
郊
徳
音
開
元
二
六
年
正
月
」
「
如
関
、
近

来
弘
文
館
穆
士
ハ
生
の
謀
り
〉
、
縁
是
貴
闘同
子
孫
。
多
有
不
専
縦
業
、
使

輿
及
第
。
深
謂
不
然
。
自
今
以
後
、
宜
一
依
式
令
考
試
」
。

@
同
省
二
九
「
大
和
七
年
冊
皇
太
子
徳
音
」
「
弘
文
崇
文
雨
館
生
一

・
務
郎
、

並
依
令
式
、
試
経
畢
、

の
差
都
省
郎
中
二
人
覆
試
、
須
責
保
全
、
不
得
腕

許
替
代
」。
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③

前
注
⑮
参
照。

⑧

掛
田
口
重
岡
「
貌
耳目
南
北
朝
陥
唐
史
概
設
」
(『
秦
漢
惰
唐
史
の
研
究

出
也
』
所
枚
一
九
六
六
)
八
七
六
頁
参
照
。

⑧

六
典
出也二

一
園
子
監
の
は
開
参
照。

@

洪
興
組

「韓
子
年
諮
」
に
竣
る
。

@

前
注
@
参
昭
一。

@

常
参
官
と
は
、
五
品
以
上
の
職
事
官

・
八
口
間
以
上
の
供
奉
官

・
員
外

郎

・
監
察
御
史
・
太
常
博
士
の
諸
官
房
云
う
(
六
典
省
二
吏
部
の
係〉
。

@

西
村
元
秘

「
唐
代
敦
燈
差
科
鰐
を
通
じ
て
み
た
唐
均
田
制
時
代
の
街
役

制
度
」
(
『
中
園
経
済
史
研
究
』
所
収
一
九
六
八
)
参
照
。

⑪

前
注
⑩
参
照
。

@

令
史
な
ど
常
勤
の
書
記
に
は
三
人
分
の
食
糧
と
一
日
首
り
四
十
銭
の
楽

料
が
支
給
さ
れ
、
番
官
に
は
上
番
目
に
は
食
料
が
給
さ
れ
た
。
六
典
省

一

向
書
都
省
の
係
参
照
。

@

脇
田
銀出句
二
(
欧
陽
文
忠
公
集
所
枚
)
「
唐
制
、
三
術
官
有
司
階

・
司

文

・
執
干

・
執
戟
、
謂
之
四
色
官
。
今
三
術
段
、
無
官
廊
。

惟
金
五
日
有
一

人
。
毎
日
於
正
街
放
朝
、
喝
不
坐
直
、
謂
之
四
色
官
。
尤
可
笑
也
」
。
な

お
、
千
牛
、
進
馬
、
部四
郎
の
ポ
ス
ト
は
宋
代
に
お
い
て
も
存
綴
し
た
。

前

注
@
参
照
。

@

牧
英
正
「
資
蔭
考
」
(
『
大
阪
市
立
大
号
法
問
宇
雑
誌
』
二
l
一

五
〉
参
照
。

下

一
九
五
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A study of How to Enter the Officialdomthrough

Guan-yin官蔭in Tang唐Period : especialythrough

　　　　　　　　

the Wei-guan 衛官post

Hａｎｍｅ Ｏtａｇi

　　

In the pre-modern age, China had ａ perfect and unparalleled bure-

aucracy.

　

This Chinese bureaucracy is,indeed, di丘erentfrom the modern

one in many ways. One of its decisive differencesis yin 蔭Since Sui

隋period, the selectiveｅχaminations of the ｏ伍cials,or ke-ju 科挙, which

was based on the merit system, had been executed. But so far as the

government organization in Tang唐period is concerned, they took ａ

principle of maintaining the status order, and the proportion that the

officialsthrough ke-ju occupied in the officialdom was extremely 10ｗin

the early Tang periodけhe overwhelming majority were of guan-yin 官蔭

origin. They had been bound to take the post of wei-guan 衛官and

complete the fiχedterm, as it were, as a preparatory stage before they

rose to their officialrank｡

　　

Ｅχamining the contemporary estimation of the wei-guan post over the

whole Tang period, we can see it felldown suddenly in ↑he latter half

of this period. That is evidently in inverse　proportion to the relatively

upward tendency in the estimate of those of ke-ju origin, and in other

words it means the fallin the estimate of guan-yin. Even those who had

the guan-yin qualificationdared to aim at becoming the officialsthrough

ke-ju, while men without the guan-yin qualificationmanaged to enter the

wei guan post by ａforgery of guan-yin.　The guan-yin system which had

ai㎡ed at the maintenance of the status order became insignificant,and on

the contrary it filledthe function of undermining that order. The purpose

of this articleis throwing light on the aspects as ａ period of transition

in the latter half of Tang period by investigating the transformation of

the constitutionalfunction of guan-yin.

３－


